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要　約

1．ビンドゥラ穀物サイロ建設計画　（ジンバブエ共和国、穀物公社）

計画の背景

19g9年、ジンバブエ政府は、急速な人口増加と穀物需要の伸びに対処するために、主要な穀物生

産地区である同国北部について穀物サイロ建設に係わるマスター・プランを策定した。同プランは、ジ

ンバブエ北部4州に24ケ所、貯蔵容量計640，000トンのサイロを建設しようとするものである。ジン

バブエ政府は、上記マスター・プランに因づき、順次サイロ建設を実施してきたが、1980年代後半か

らの経済不振と建設費の急騰のため、計画実施が中断している。

ビンドゥラ穀物サイロは、上記マスター・プランに組み込まれているもので、貯蔵容量50，000ト

ンを持つ。同サイロ建設予定地は、首都ハラレの北東約65kmに位置し、穀物の大消費地の後背貯基

地としてその重要性は高い。ジンバブエ政府は、同事業の実施は急務であるとして、同サイロ建設に係

わる我が国の援助を要請する意向である。

計画概要

本計画は、貯蔵容量50，000トンのコンクリートサイロの建設と乾燥施設等付帯設備の設置を行うも

のである。尚、本計画実施に係わる事業費は、3，671，560，000円となる。

（り　コンクリートサイロ　　　　：貯蔵容量50，000トン

（2）　サイロ・プラント

（3）乾燥施設

（4）事務所棟

（5）　倉庫

（6）　その他建屋、維持管理用機材

協力への展望

無償資金協力

3，820m2

：940m2

：500m2
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2．南部地域穀物貯蔵流通改善計画（ジンバブエ共和国、穀物公社）

計画の背景

ジンバブエ共和国の南部地域は、ジンバブエ在来の小規模小作農によって作物生産、牧

畜が営まれている。この地域では、村落レベルによる作物の集出荷が行われており、収穫

後処理施設、貯蔵施設等が未整備であるため、農産物の末端における流通が効率的に行わ

れていない。また、ゲル（Gweru）、クウニクウエ（Kwekwe）、マスビンゴ（Masvingo）

等の大消費地の貯蔵・流通施設の不備は、適時／円滑な穀物の配給に支障をきたしている。

さらに、南部地域は、自国の干魅時における穀物輸入窓口であi）、モザンビークへの穀物

輸出基地を抱えている。

ジンバブエは、FAOの援助になる南アフ1）カ開発協力会議（The Southern African

DevelopmentCoordinationConference‥SADCC）の食糧警報システムの幹事国であること

から、南アフリカ地域諸国の食糧安全保障について主導的な立場にある。このことからも

同国南部地区の穀物貯蔵・流通の改善は急務であると言える。

ジンバブエ政府は、北部地域の生産地区型貯蔵・流通計画の推進（前述）と共に、南部

地域に同国及びSADCC諸国全体を考慮した消費地型貯蔵・流通計画の策定を企図し、そ

の計画策定に係わる資金・技術協力を我が国に要請しようとしている。

計画概要

本計画は、ジンバブエ南部地区の主要穀物消費都市に対するサイロ等の貯蔵施設建設と

生産末端の作物買い上げシステムに係わる施設整備及び末端より消費地への円滑な穀物流

通に要する施設の建設が含まれる。これにより、（1）．南部地域の食糧流通・備蓄体制

の向上、（2）．村落レベルにおける穀物買い上げシステムの円滑化、（3）．都市部へ

の食糧供給体制の確立、の実現を目指す。

協力への展望

1）．マスタープラン調査

2）．期間：約16ヶ月
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3．ADMARK農産加工開発計画　〈マラウイ共和国、農業開発流通公社）

計画の背景

マラウイの主要農作物は、農業開発流通公社（ADMARK）の流通施設を経由して集出荷

されている。しかし、果菜類の市場流通体制とその施設が棲めて不備であるため、適時の

集出荷が行われず、腐敗・投棄することも多い。このことから、生産量の多いトマトにつ

いて、ケチャップ、ピューレへの加工が望まれている。マラウイ政府は、本件実施につい

て、農産物の付加価値の付与とともに農産加工業の振興への期待を持っており、その実施

責任を同公社に持たせている。

計画概要

本計画は、プランタイヤADD（AgriculturaIDevelopmentDistrict：農業開発区）のムラ

ンジェ市にあるADMARKの出資会社CanningCompanyLimitedに、ケチャップ及びピュ

ーレの缶詰・瓶詰加工施設を建設するものである。

協力への展望

今プロジェクト・ファインデイング調査では、加工製品の需要・市場性の調査が不十分

であった。また、政府の国営企業民営化の動きがあるため、我が国の援助・協力に当たっ

ては、充分に民営化の動きを追った上で協力の方向性を決める必要がある。本計画に対す

る今後の具体的な協力は、上記民営化の結果を見定めた上で、再度ADCAプロジェクト・

ファインデイング調査を実施し、未調査部分の補完を実施することとなろう。
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4．アシヤマン地区モデル潅漑開発計画（ガーナ共和国、ガーナ潅漑開発公社）

計画の背景

ガーナ政府は、中小規模既存直漑事業の施設改修・拡充を軸とした全国小規模潅漑開発

プログラムを起動し、同開発の責をガーナ潅漑開発公社（GIDA）に持たせた。既存の中小

港漑施設は、事業開始以来約30年が経過しているため、施設の老朽化が著しく、事業の

維持・管理作業に支障をきたし、本来の事業便益をあげられない状況にある。さらに、事

業管理に関わる人材の不足、先進農業技術・産漑技術の普及の遅れは、生産性低下の一因

となっており、人的資源の開発の遅れとして顕在化している。

GIDAは、既存潅漑施設の改修・拡充とともに事業運営に携わる潅漑／農業技術者の教育

訓練、農民に対する技術の普及を企図し、現在我が国の技術協力（ミニプロ）を実施して

いる駐漑開発センター（IDC：アシヤマン潅漑事業地区）をそのベースとすることに決定

した。．本計画の実施によって、アシヤマン潅漑事業の改修・拡充が今後進めて行く中小規

校の既存潅漑事業施設改修の範となり、さらには人的資源開発の核として同国の潅漑・農

業開発への多大な貢献が期待できる。

事業概要：

Ⅰ、瀧漑施設改修／拡張（既存潅漑地区：135ha，新規開田：41ha）

－一　視水施設改修　　　　　　　　　：取水ゲート改修

一　件線用水路の改修・延長　　　　：改修3．4km、延長1．4km

一　文線用水路の改修・新設　　　　：改修8．6km、新設2．4km

一　幹線排水路改修　　　　　　　　　：2．3km

－－　管理用道路

‖．建屋・付帯施設

．事務所、研修・講義棟、実験研究棟、研修生宿舎、機械センター、農機械格納庫、

収穫物倉庫、精米試験施設等

Ⅰ＝．資機材供与

事務所機器、農業機械、栽培試験機器、土壌肥料試験機器、修理場機器、OM機械等

tv．事業費

1，717，700、000Fll

協力への展望

軽償資金協力
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5．既存小規模潅漑地区改修計画（ガーナ共和国、ガーナ潅漑開発公社〉

計画の背景

ガーナ潅漑開発公団（GIDA）は、ガーナ全土で約20の中小規模潅漑事業を展開している。

多くの潅漑事業地区の既存施設は、建設後30年を経ているため老朽化が著しく、通性な

水管理が困難な状況にある。このため、当該事業における生産性は低下し、本来の事業便

益をあげられぬ状況となっている。

GIDAは、ガーナ政府の中期農業開発計画に因づき、中小規模の既存潅漑開発事業の改

修・拡充を柱とする全国ノJ、規模潅漑開発プログラムを起動した。同プログラムの実行に当

たり、GIDAは、全国の管轄事業の内、改修・拡充効果の高い9事業を選定し、実施に係

わる優先順位を与え、その実施にかかわる資金・技術協力を我が国政府に要請する意向で

ある。

計画概要

本計画は、上記9既存潅漑事業の施設改修・潅漑地区の拡張を実施するもので、各々、

潅漑施設の改修と必要な建屋建設、資機材の供給が予想される。本計画実行に当たり、各

々の事業の開発計画の策定と、事業実施に係わる優先順位の付与等、9事業全体の開発計

画の樹立が必要となる。このため、左記9事業を対象としたマスター・プラン調査の実施

と、引き続き、最優先事業に係わるフィージビリティ・スタディ調査の実施が急務となる。

協力への展望

1）マスター・プラン調査及びフィージビリティ・スタディ調査

2）期間：16ヶ月
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まえがき

海外農業開発コンサルタンツ協会はジンバブエ、マラウイ、ガーナに、1993年3月5日より3月30日

までの26日間にわたって下記2名から成るプロジェクト・ファインデイング調査団を派遣した。

団長／港漑排水・農業施設　　水島　清隆　　日本工営株式会社

農業・農業経済　　　　　　　祁山　雅之　　日本工営株式会社

調査団は当該政府の依頼により、次の5案件に関して情報を収集するとともに、現地踏査を実施

した。

ジンバブエ共和国

（1）　ビンドゥラ穀物サイロ建設計画

（2）　南部地域穀物貯蔵流通改善計画

マラウイ共和国

（1）　ADMARC農産加工開発計画

ガーナ共和国

（1）　アシヤマン地区モデル潅漑開発計画

（2）　既存ノ巨視模潅漑地区改修計画

調査実施にあたりジンバブエ穀物市場流通公社、マラウイ農業開発市場流通公社、ガーナ国家潅

漑庁より便宜を得ると共に、在ジンバブエ日本大使館、在ザンビア日本大使館、国際協力事業団マ

ラウイ事務所並びに同ガーナ事務所に多大なる御助言と御協力を頂いた。ここに深甚なる謝意を表

する次第である。〕

平成5年3月

フ．吋ユタト〃インディけ調査団長

水島　清隆
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ビンドゥラ穀物サイロ建設計画

南部地域穀物貯蔵淀通改善計画



Ⅰ.ジンバブエ共和国編

1. 背 ♯

1.1 国土と人口

(1)国土･気候

ジンバブエ共和国は､ザンビア(北)
,モザンビーク(東) ､ボツワナ(西) ､南アフリカ共和国(

南)と国境を接する内陸国であり､ 390,757km2の国土を有する｡国土の60%は標高900m以上の冷涼な高

地にあり,主要都市の多くは高地に位置する｡この高地上に､南西一北東の方向に標高1,Zoom-1,500m

の台地(全長650km､幅80km)が走り,モザンビーク国境の標高2,000m級の山岳地帯へ続く｡一方､

台地の北及び南には標高300m-600 mの低地が広がり､ザンベジ川とリンボポ川の流域を形成してい

るcまた国の中央を南北に幅10km､長さ370kmにわたる火成岩質のグレートダイクと呼ばれる山脈が

走る｡この山脈は､クローム､ニッケル､プラチナ､石綿等の鉱物資源が豊富である｡

ジンバブエは熱帯性気候に属するが､標高差による多様性に富んだ気候を有する｡同国の気候は冷涼な

乾期(4月-8月)
､高温の過渡期(9月-11月初旬) ､雨期(11月中旬-3月)の3シーズンから成る｡首

都ハラレは年間を通じ7-27℃と快適であるが､ザンベジ及びリンボポの両淀城は高温で湿度が高い｡降

水量は年格差が大きいが,全国平均で400 mm-1,000 mmの範6馴こある.

(2)人口･行政区

ジンバブエは行政上､ 8州と2都市圏から構成され､州はさらに県(ruraldis【dct)
､郡(w訂d)に分割

されている｡ 1992年に実施された人口センサスによれば,ジンバブエの総人口は10,402,000人で､ 1982年

-1992年の人口成長率は年率3.13%であるo人種構成は, 1980年半ばの推計によると総人口の約3%が白

人､ o.4%がアジア系有色人種で､残りはアフリカ人となっている｡都市人口は総人口の20%に過ぎず､

80%は農村部に居住している｡また人口分布は気候区に良く村応しており､表-1に示す通り州によって

大きな差異が見られる｡

表-1ジンバブエの人口分布(1992年七沖ス)

州･都市圏 人口(人) 面積ocm2) 人口密度(人km2)

1

2

3

4

5

6

7

ManicalaJld

MashonalarKI Central

MashonalarKI East

MashonalarKI West

Matabeleland North

MatabelelarKI South

Midlands

1,537,676

857,318

1,033,336

1,I 16,928

640.957

591,747

1,302,214

Ⅰ-1

36,459

28,347

32.230

57,441

75,025

54.172

49.166

42.17

30.24

32.06

19.44

S.54

10.92

26.49



8. Masvingo

9. H∬訂e

10. Bulawaァ0

1,221
,845

56,566 21.60

1,478.810 872 1.695.88

620,936 479 1.296.32

合 計 10,401
,792

390,757 26.62

1.2 社会･経済

(1)現 況

ジンバブエは､ 1980年に独立を達成して以来､他の黒人アフリカ諸国では見られない多様で発展した社

会･経済構造を形成してきた｡特に､教育の普及､保険衛生面での向上,小規模農家の育成においてめざ

ましい進展を遂げた｡しかし急速な人口成長のため､一人当たりGDPの実質伸び率は停滞しており1980年

-1989年において年2.7%Lこ留まった｡就業機会も急増する人口に対応できず､失業率は1989年には26%8こ

達した｡独立後の財政赤字は毎年GDPの10%を越え､ 1989年には政府累積債務はGDPの71% (内36%は対

外債務)に達した｡

ジンバブエの農業セクターは､就業人口に占める割合が70%と高いにもかかわらず､ GDP及び輸出総

額に対する寄与率は低い. GDPに占める同セクターの寄与率は豊作年であった1981年において17･8%で最

高であったが､その後は15%前後を推移し, 1987年には10.9%まで低下した.一方製造業は1965年の19･7%

から次第に比率を高め､ 1987年には30%を越えるまでに成長した｡特に国内で原料調達が可能な金属製品

製造業､繊維産業,食料品製造､非金属製品製造業の伸びは著しいものがある｡またジンバブエ経済の特

筆すべき点として農業､製造業とならび鉱業の安定した寄与率を揚げることができる｡ジンバブエはグレ

ート･ダイクを中心に様々な鉱物資源を豊富に産出しており､常にGDPの5-7%を占めている｡輸出に占

める鉱産物及び金属の比率は更に高く総輸出額の20%を越えている｡

(2)経済政策

ジンバブエ政府は､独立間もない1981年に経済全般に関する政治大網である｢公平を伴う成長+を発表

した｡この中で各経済セクターにおける具体的な政策を設定し,年8%の経済成長率を目標に掲げたが､

世界的な不況と干魅被害により1982-84年のGDPは実質マイナス成長となった｡しかしながら政治大網で

示された｢社会主義的､民主的,平等主義的原理に基づく社会の漸進的確立+に沿った経済目標と基本政

策は現在も踏襲されている｡主要な目標は下記の通りである｡

(I)高度経済成長の達成

(2)農村開発に重点を置いた経済開発

(3)軽済基幹部門への国家の参加あるいは所有
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(4)雇用創設と熟練職の人種不均衡の是正

(5)聴場の民主化と労働者階級の地位向上

現在､ジンバブエ政府は政治大網に沿って策定された第2次5カ年計画(1991- 1995)を実施中である｡

1.3 農業現況

(1)農業生産

ジンバブエの農業セクターは､貿易収入の30-40%を占め､ジンバブエ国民の70%の生計を支えてい

るo早魅被害等により同セクターは年率5%成長の目標は達成できなかったものの,過去10年間､年率

2.8%の伸びで成長してきた｡ジンバブエは基本的には食程自給体制を達成しており､並年においては､

砂糖､タバコ､メイズ､肉類を輸出に回す余力を有している.また工業セクターに対する原材料の供給源

としても大きく寄与している｡

ジンバブエは多様な作物､畜産物を生産している｡冬作物である小麦と大麦を除いて､大部分の作物は

天水で生産されている｡全国の潅概面積は19万haで､これは稔耕地面積のわずか6% ､藩政開発可能面積

45万haの42%に当たる｡

ジンバブエにおける穀物生産量は年変動が大きく､早魅年においては並年の50%以下に留まることも珍

しくない｡穀物生産が比較的安定していた1985年-1987年の3ケ年の平均値は2.6百万け/年であったoこ

の内､メイズ生産量は全穀物生産量の83%iこ当たる2.14百万けであり､以下小麦､ソルガムと続くo穀物

の生産量及び第2次5カ年計画における生産目標は下記の通りである｡

メイズ 1985年-1987年における生産量は2.140,000けであった.早魅年を考慮したメイズ

の所要備蓄量は､国内消費量の4ケ月分に相当する50,000-60,000トンである｡第2

次5カ年計画下におけるメイズ需要は年率2.5%で伸びることが予想され､ 1995/6

年における目標生産量は3百万け(内､ 50万トンは輸出向け)であるo

小麦 1985年-1987年における生産量は296,000トンであったo小麦生産は国内需要を下

回っており,現在90,000トン/年を輸入している. 1995/6年における目標生産量は

487,000トン(内､ 50万トンは輸出向け)である｡

ソルガム 現在(1990年)
､主として小規模農家によって年90,000トンが生産されている｡

1995/6年における目標生産量は10l.000トンである｡

(2)農業地域区分･土地所有

FAOは雨量､土塊､植生に基づいてジンバブエの農業地域区分を下記の通り5地域に分類される｡
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第地域 年間降雨量1000mm以上｡コーヒー､紅茶,果実など樹木作物を含む多角的農

業,林業､集約的畜産経営が可能な地域

第Ⅱ地域 年間降雨量750-1000 mm｡集約的な農作物生産,畜産経営が可能な地域

第Ⅲ地域 年間降雨量650-750mm｡雨期においても厳しい乾燥が続く.ことがある｡半集約

的な耐早性作物の栽培と牧畜が適切｡

第Ⅳ地域 年間降雨量450-650mm｡雨期においても厳しい乾燥が一時期続く｡牧畜が最も

第Ⅴ地域

適しているが､良質な土塊の地域では耐早性食糧作物や果樹栽培が可能｡

年間降雨量450mm以下｡雨量が少なく不安定なため､粗放的牧畜と放牧のみ可

能｡

これら農業地域区分と農業形態および土地所有形態を比較すると,表-2の通り白人とアフリカ人の間

で明確な分離･格差がみられる｡

義-2 農業地域区分と土地所有

単位: 1,000ha(%)

地域区分 白 人 部族信託

地 域 地 域

ア71)*人 その他 総面積

購入地域

440.2 (63)

4,324.5 (74)

3,240.6 (44)

4,025.8 (27)

3,648.4 (35)

128.3 (18)

1,255.1 (21)

2,814.7 (39)

7,307.3 (49)

4,774.0 (46)

7.3(1) 127.6 (18)

252.1(4) 29.7 (1)

536.1(7) 696.3 (10)

523.0(4) 2,926.2 (20)

97.6(I) 1,921.1 (18)

703.4 (100)

5,861.4 (loo)

7,287.7 (loo)

14,782.3 (100)

10,441.1 (100)

合計 15,679.5 (40) 16,279.4 (42) l,416.1(4) 5,700.9 (15) 39,075.9 (100)

ジンバブエの土地利用形態の特徴は上表のごとく､旧南口-デシア時代に形成された白人優位の非合理

的な土地利用形態が未だに踏襲されている点である｡集約的農業に適する第Ⅰ地域と第Ⅱ地域のほほ70%

を､白人商業的農業地域(以下､商業的農業地域と略す)が占めるのに対し､農業生産ポテンシャルに劣る第

Ⅳ地域と第Ⅴ地域では､ 50%がアフリカ人農業地域で､商業的農業地域は30%程度である｡総人口のわず

か3%の白人がアフT)カ人の所有面積に匹敵する土地を所有している｡また港洗面積の80%8ま商業農業地

域に集中している｡
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商業的農業部門はジンバブエの主要商品作物である菓タバコ､綿花､小麦,大豆の大部分を生産してい

るoアフリカ人の主食作物であるメイズでさえ絵生産量の50-60%は商業的農業部門が生産していると推

定されている｡畜産物についても牛乳と肉牛のほぼ90%は商業的農業地域から生産されている｡アフリカ

人農業部門は､共同体地域(部族信託地域)と購入地域に大別されるが､共同体地域ではメイズの生産量

が高いものの､その大部分(85%)は自家用として消費されている｡

(3)農産物の市場･流通

ジンバブエには現在､穀物､綿花､肉製品､乳製品､タバコの市場洗通に関与する5つの公社(マサティン

ク●･ボード)がある｡これらの公社が取り扱う農産物は､メイズ,落花生､大豆､小麦､ソルガム､コーヒ

ー､牛肉,綿花､牛乳､タバコである.この内,?Jl＋コ･マ-ケティげ･ホ＋-トを除く4つのマヤティンク○ ･ホ●-は農

業販売公社(AgriculturalMarketingAuthority : AMA)の監督下にある｡農業販売公社は統制農産物の販売

業務の効率化を目的に1967年に設立され,マ-ケティげ･ホ○-トの財政状態を監視し,必要に応じてマー1ティげ･

ホ中-トに融資を斡旋する役割をもつ.

穀物マサティげ･ *.-ト(GrainMarketingBoard:GMB)は穀物販売法に基づいて設立され､メイズ,落花

生､大豆､小麦､ソルガム､コーヒーの6品目を取り扱うoこれら農産物の買い上げシステムは､商業的

農業地域と共同体地域により異なる｡商業的農業地域においては上記の統制農産物の全量をGMBを通し

て販売することが義務づけられているo共同体地域にはそのような規制はないoただしGMBに穀物を販

売しようとするものは事前に登録を受ける必要がある｡現在GMBの登録農家数は44,000戸である｡買い上

げ価格は政府が競制している｡

1.4農業政策

第2次5カ年計画(199l-1995)における農業セクターの開発目標は､急速に成長する食糧需要､労働人口

及び農産物輸出に対応した農業生産体制を構築することである｡第2次5カ年計画下における農業セクター

の目標成長率は年3･5%であり､そのために同計画では特に藩政事業の推進､余剰農産物の備蓄及び農業

試験研究の強化を掲げている｡また長期計画に基づいて輸入代替農産物を増産し､節約した外貨を優先的

に農業生産資材及び輸送機材の獲得に坂り当てることを目標としている｡

80年代半ばよりサヘル以南の国々は干魅を幾度か経験した｡南アフリカ諸国の中にあってジンバブエに

対する期待は大きく､同国の経済開発戦略はジンバブエー国のみならず､ sADCC地域全体の食糧安全保

障および社会経済の動向を呪みつつ長期的な展望に立って策定されることが益々重要となってきている｡
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2. ビンドゥラ穀物サイロ建設計画

2.1 計画の背景

ジン/{'プエにおける穀物の貯蔵･流通は､穀物公社(GrainMarke血gBoard :GMB)の管轄下にあるo

GMBは､現在までに全国9ケ所､貯蔵容量計599,000トンのサイロを建設･運営してきたが､急速な人口

成長に伴う穀物需要の伸びに鑑み､ 1989年､デンマークの援助を得て穀物サイロ建設に係る全国マスター

プランを策定したo同プランは､ジンバブエの穀倉地帯である北部4州に24ケ所､計640,000トンのサ

イロ建設の必要性を示唆した｡各サイロの位置を図-1示す｡

同マスタープランに基づき､ GMBは､事業実施計画を策定し､表-3の通りサイロ建設を順次実施す

ることとしており,これまでにオランダの支援によりKaroiで貯蔵容量70.000トンのサイロ建設を実施し

ているo Karoiに続いて､ドイツの援助でMagunjeおよびMurewaで各50,000トン容量のサイロが現在建設中

である｡しかし他事業については､ 1980年代後半からの経済不振と建設費の高騰のため､未だ実現の目処

は立っていない｡

ビンドゥラ穀物サイロ計画は､上記マスター･プランの一部として貯蔵容量50,000トンのサイロを､

首都ハラレの北東約60kmの地点に建設するものである｡首都の後背貯蔵基地としてその重要性は高

く､ジンバブエ政府にとって､その実硯は急務であるo

2.2 計画の概要

ビンドゥラ穀物サイロ(貯蔵容量50,000トン)は1992/93年に詳細設計を実施し､ 1993/94年-1994/95年

に建設の予定であった｡本計画は下記の通りである｡

(1) コンクリート･サイロ 貯蔵容量50,000トン

(2) サイロ機材(3,820 m2)

(3) 乾燥施設

(4) 事務所棟(940 m2)

(5) 倉庫(500 m2)

(6) その他建屋､維持管理用機材

2.3 協力ヘの展望

本計画事業の総事業費は､ 1993年3月における物価水準で3,671,560,000円と見積られるoジンバブエ国

はアフリカの数少ない我が国有償資金協力の対象国の一つであり､有償資金協力を得て本件を実施するこ

とも考え得るが､本計画の緊急性より､無償資金協力案件として推進することが適当である｡
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3. 南部地域穀物貯蔵流通改善計画

3.1 計画の背景

現行のサイロ迂設計画はジンバブエの穀倉地帯である北部4州に集中している｡同国北部地域は､年降

雨量が1,000 mmを越え農業生産性が高く､白人大農が所有する商業的農業地域(commercialAEeaS)であ

り,大規模穀物生産が営まれている地域である｡同地域で生産される穀物はGMBが買い上げ､首都ハラ

レと主要都市部に対する効率的な穀物供給を行なっている｡

一方､ジンバブエ南部地域は､農業生産性が低いものの､ジンバブエ在来の小規模自作農が多く､共同

体地蟻(communalAreas)において主に自家消費用の作物生産､畜産を営んでいるo同地域は,農産物の

末端における買い上げ,流通を効率的に行うためのの集･出荷体制及び収穫後処理･貯蔵施設が不備であ

るoこのため､同地域にはGwen', Kwekwe､ Masvingo等の大消費地があるにも拘わらず,穀物が適時に集

荷及び配給できない状況にある｡また､ジンバブエは現在､ FAOの援助によるSADCC食糧警報システム

(Regional E叫Warning System)の幹事国を務めており､ SADCC地域における食糧安全保障において主導的

立場に置かれている｡ジンバブエの穀物貯蔵流通システムはSADCC全域の需給バランスと流通システム

をある程度考慮にいれて再編される必要性がある｡この点からも南部地域はSADCC諸国への穀物流通の

中継地としての重要性が増している｡

かかる状況の下､ GMBは南部地域の穀物貯蔵流通システムに係るマスタープラン策定調査の早期実施

を企図しているo南部地域のマスタープラン調査の目的は下記の通りであるo

(I) 南部地域の穀物貯蔵施設の拡充による同地域の食糧流通･備蓄体制の向上

(2) 共同体地域における村落レベルでの穀物買い上げシステムの末端整摘

(3) 都市部への円滑な穀物流通システムの構築

3.2 計画(マスタ-プラン調査)の概要

南部地域穀物貯蔵流通改善計画マスタープランの主な内容は下記の通りである｡

(1) フェーズl :マスタープラン策定調査

(2)

穀物セクターの現況分析

南部地域における開発阻害要因と開発ニーズの把撞

開発単位(個別事業)の組立て

コンピューター導入による在庫管理システムの構築

マスタープラン策定

フェーズ1 I :最優先事業のフィージビT)ティ調査
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3.3 協力ヘの展望

1992ノ93年､ジンバブエをはじめとするSADCC地域大草魅の被害を受けた｡これに対して先進国は過去

最大規模の食糧緊急援助を実施した｡ SADCC諸国は､過去の反省に立ち､地域ぐるみの食糧安全保障体

制を早期に確立しようとしている｡その具現化がNalionalE打Iy WaJningSystem(NEWS)である.この計画

は各国に派遣されている国連専門家の協力を得て､ SADCC諸国の穀物備蓄量を毎月モニターし互いに情

報交換することによって､地域としての食糧安全保障体制を強化しようとするものである｡ジンバブエは

NEWS計画の幹事国であり､首都ハラレには同計画の本部であるRegional Early Warning Unit(REWU)が置

かれている｡ REWUの目的は各国から送られてくる穀物備蓄量に関する情報を取り纏め､不足を生じそう

な国をいち早く警告し､ SADCC地域内における穀物の再配分と先進国に対して食桂援助の緊急性を適時

に示そうとするものである｡

ジンバブエは地理的にもSADCC地域の中心にあるため､効率的な穀物備蓄と流通の中継地となり得

る｡しかし､ GMBの既存穀物貯蔵施設及び1989年策定のマスタープランはSADCC地域の穀物備蓄と洗通

システムを考慮しているとは言いがたい｡

国内の穀物需給においても,白人の商業的農業地域とアフリカ人の共同体地域では､農業生産性ばかり

でなくGMBの穀物の買い上げシステムにおいても大きな格差があることは前述の通りである｡

本マスタープラン調査の課題は､ハード面とソフト面がバランスのとれた穀物備蓄･流通計画を策定す

ることにあり､特にSADCC地域におけるジンバ7'ェの役割とアフリカ人共同体地域におけるGMBの強化

である｡その緊急性と重要性に鑑み､本マスタープラン調査を我が国が実施することは､極めて意義深い

と思われる｡

ト8



秦-3 ジンバブエ穀物公社:サイロ建設スケジュール

No_Location CapacILy

(1000ton)

Commer-

cialAreas

Commu-

nalAreas

ImplementAtionSchedule

89/90 90β1 91/92 92/93 93P4 94/95 95β6 96mi97P8biJ99 99J00

MAINSILODEPOTS

1.Karoi

2.Maglln)e

3.LionsDen

4.Murewa

5.MhaJlgura

6.EweKwe

7,BindtLra

8.Mvurwi

9.Guruve

10.TimberMills

ll.Centernary

12.Kadoma

13.Rusape

14.Selby

Sub-toこal

70*

50

20'

50'

60＋

25'

5Ol*

60'

40

20*

251*

15*

15E'

30≡*
530F

i

JI

I

∃i
E E E

J

P E E

P E E

P E E i
】

P E E
i

P Ei
P E

E≠
P E E

P E E

p⇒E E

≦p
1

E i

P E

P E E

i P E E

妻

SATELLITESⅡ_OS

15.MしDarwin

16.Marorldera

17.Mutoko

18,Gokwe

19.Masvingo

20.Nembudziya

21.SanyaLi

22.Shamwa

23.Chivhu

24.Murombedzi

Sub-total

15

10

15

20

10

10

10

10

10

10

120

I

*

I

!
I*

⊃i

つさ

*

*

I

I

(

～

P E

P a
I

P ≡

P E

P E

!P ≡

'p E

垂 ;P E

P E

P E

Total 650 l
I

E l
Note: P - Planmng, E - Erection

Source: Reviewand Updating of die Master Plan for Development of Bulk Facilities for血e Grain Sector
, August 1989

I-9



国-1

BULAWAYO ､

/

BOTSWANA

ZAMBIA

Irnport Line from South Africa

)

⊂コ

A

∇

ジンバブエ北部4州サイロ位置図

/
くー

ノ
I

3△

2△ 5△

△g

良

I

△11

7△

15

V17

20V

J

a;(

∇2

G weru

2ム∇

一】
△12

A6

HAR人 R王

Kwekwe

23

19

Masvingo

1mporLLine from South Africa

SOUTH AFRICA

EX(ST[NG S]LO DEPOT

StLO DEPOT UND∈R CONSTRUCTION

SILO DEPOT PLANNED

SATEしし1TE SlしO D‥POT PLANNED

ト10

MuLate

Impor【 Lil

from Beirz

ム.

∇16 △10

13△

lrnport Line from Maputo



付属資料

1.ビンドゥラ穀物サイロ建設計画無償資金協力要請状(莱)

2.南部地域穀物貯蔵流通改善計画TOR (莱)

3.調査行程表

4.面会者リスト

5.資料収集リスト

6.現地写真集



1･ビンドゥラ穀物サイロ建設計画錘償資金協力要請状(莱)
-

1 -

The Application Form for Japanrs Grant Aid

Applicant :

Tbe Goverユmerl亡 of こbe

Republic of Zimbabwe

Pro3eCt Title:

8indura Grain Silo Construction PごOコeC亡

Economic Sector:

Agriculture

Deve lopment

Pro)ect Type:

二‥ Facilities Const=uctio=1

2. Equipment Supply

Total Pro)ect Cost: Yen 3,671,560,OOO

(US$ 33.38 mi11ioTl at US$ i - Yen llC)

Responsible Ministry

(Ministry requesting the aid) I

rtT7Plementip.g Agency

｢Agency in charge cf execution of 亡he

project)
:

Grain Harketirlg Board (GHB)

I. ProコeCt Description

i, Background (Please describe in detail)

(i) Current Situation of the Sector

The agricultural sector of 乙imbabwe plays an important

developme_Tlt Of the whole economy. =t contribu亡es to 14% of

40% of こhe total export value. =t is the primary source

for QVer 70% of the national population.

role 土n 亡he

GDP and 30 -

of l⊥∇el土hood

Zirnbabwe prod.uces a wide range of crops and animal products. =n normal

years, substantial amounts of sugar, tobacco′ maize and meat products are

expor二ed.

aS ma⊥Ze′

COuntごy.

although

droughts.

In addition to the export-oriented agro-products, Sucb grains

wheat, sorghum and soyabeans are also produced thrc)ughout the

Ziごnbabwe is basically self 5ufficient in

it had often experienced crop failures

The adverse effects of irregular rainfall have been

1980s. This

o亡heご aエmo5t

Government of

expan5⊥on of

phenomeno工I Was recognized in one part

every year, In order to mitigate

food recT.uirenents

caused by severe

more proコOunCed 土n

of 亡he coun亡ごy Or

this problem. 亡he

Zirnbabwe placed a great emphasis on darn corlStruCtion for

irrigation farming arid for ejく亡ension of flew farmiT2g

tecbniques with ea=1v maturing grain varieties, relay cropping, farm

mechanizatio:1′ etC, Moreover, the Govemment e:1Visages expansion of

grain storage capacity of the country ai皿iコg at enhance皿er･t Df fc)od

secur⊥こy.

(2) Problems 亡O be solved in 亡he Sectc)I

Although the agricultural production in the country is attained self

5'Llfficiency, the following problems are prevailing;

i) =rr=gation facilities are limited,

ii) Agricult_ural support se1･Vices including provision of farm inputs

are not sufficient, and
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iii) Post harvest facilities of grain sector are inadequate particularly

storage facilities( transportation system for distribution, etc･

(3) Necessity and Importance of Impro∇ement in the Sector which lead to the

formulation of the Pro)ect

-

To expand storage capacity of grain sector

- To develop marketing and transportation system of grain sector through

improvement of marketing facilities as well as institutional structure

- To establish systematic control of grain stock

く4) Relatiozw be亡weezl the Sector and the Project

The proposed pro〕ect
is formulated under the nationvide 凹ater Plan

prepared
in 1989 in line With the national policy' i･e･ strategic reserve

of grains' and is given the highest priority for implementation in GMB･

(5) Reasons why Japan's Grant Aid is requested for this particular Project

Japan has been successfully rendering to Zirnbabwe the technical and

financial assistance
in inplementing several agricultural projects Such

as Masvingo Dam Construction Project, etc･ Through these Projects' Japan

has accumulated knowledges and know-hows on the agricultural developments

in Zimbabwe. These accurnuiated knowledges and know-hows combined With

Japan.s advanced technology in grain storag･e and processing will surely

lead the Project tO a SuCCeSS･

2. Objectives and Outline of the Project

(1) Objectives of the Project

l. Expansion and stabilization of bulk storage of grains in coⅡ皿erCial

area for Harare

2. =mp=○vemerlt Of distribution system of grain sector by means of

=einforcement of GMBIs transportation facilities and equlPnentS

3. Establishment of computer-aid stock control system taking into

consideration a administrative link between GMB activities and the

ReglOnal Early Warning System

(2) Outline of the Project (Please give a fロIl description of each facility

and equユPtTlent and their detailed specifications)

- construction of concrete silos with 50,000 tons capacity

- Electr⊥cal equlpmentS 王or the above-men亡土oned s土1os

- Artificial driers/weこ bin

- office building (940 m2)
-

warehouse (500 m2)
-

.Maintenance
equipments

Tbe preliminary design drawings of the project WOrks are seen in

Attachment-1.

(3) Location Plan of each Facility and/or Equipment

(4)

See Attachment-2.

Cost Estimates (Please describe in detail all the premises OD Whicb 亡he

cost estimates are based such as basic unit prices, inflation rate,

foreign exchange rate, and so on. Please attach detailed tables of
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estimated costs of each facility and iteL77 0f equipment. Zf estimated in

local currency, please mention 亡he latest exchange rate of the cロrrenCy

to the U.S. dollar or the Japanese yen.)

The premises for cost estimates are as follows.'

a) uユit costs of respective Works are estimated at price and wage levels

prevailing in Zirrわabwe as of 出arch 1994.

b) Constructiorl and installation works of the concrete silo will be

carried out by a foreign COntraCtOr.

c) Taxes arid duties on constructiorl materials and equipment tO be

irnported from abroad are exempted.

The restinated cost of the project construction is glVerl in Attachment-

3.

3. Benefit, Effect and Publicity of the Pro)ect

(1) Population that will benefit directly from the project

Population in BindLura District (about 98,000).

(2) population that will benefit indirectly from the proj'ect

Population in Mashonaland Central Province (about 857,000).

(3) Area that will benefit frozT7 the projec亡

且ara=e and Mashonaland Central Province

(4) Economic and Social Effects of the Project (Please describe iD detail)

(i) Current situation

The existing grain storage facilities in the GMB Bindu=a Depot are

open-air hardstandings (20,000 tons) and an inspanshed (5,000 tons)
for bag depot, but no bulk storage. Such temporary storage

facilities do not allow long-term grairlS Storing and result in

slgrlificant graiT) loss and quality damages caused by humidity and
insects･ Labour cost for bag handling is a burden at the GMB's bag

depots.

(ii) E耳peCted Effect of the Project

ln Bindura, commercial farms are s-till preferred for bulk handling

and Cornmercial Grain producersT Association highly recornrnend bulk

handling. In case of bulk delivery the farmers will reduce costs

in handling( transporters will reduce waitirlg time at the farm and

at the silo. A fact which will give better utili2:ation of the

existing fleet of lorries and, in the long run, be reflected in

lower transpor亡at⊥on costs.

=n terms of international markets, Zimbabwe continues to be maコOr

contributor to the SADCC's reglOrlal food security programe and

surplus stock of nai2:e and readily purchased by various foreign

governments and relief agerユCies for distri･butioヱー tO nei･ghbotlriTlg

countries.
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(5) Publicity (Eov many people are expected to notice 亡be benefit or positive

effect of the project implemented with Japan's gran亡 aid f]hen it is

completed?)

corrunercial farmers in Bindura District and the GMB staff will notice the

benefit of the project. Grain consumers in urban areas especia11y且arare

highly expect expansion of capacity of strategic reserve Of grains in and

arourld urban areas.

4. Request 'to Other Donors

(1) rs there any request made to other donors for assistance closely related

to this project?

1. Yes 2. No

(2) Zf yes, please fill in below=

(i) Name of the donors/

(ii) Title and outline of the assistance)

(iii) possibilities that the donor will extend the assistance reqロeSted)

(iv) Zn the case where other donors do not extend assistance, please

cz'escribe in detail appropriateness and effectiveness Of this

project/

(Ⅴ) rn the case T4here other donor5 eX亡end loans, Please describe the

reason why Japan'5 Grant Aid is requested for the project.

5. Priority

(please describe priority of this project among other projects for which

requests are made to Japan)

The Government of Zimbabwe has given the highest priority to the bulk

storage development of the grain sector according to the implementation

schedule set up under the GMB Master Play) Study of 1989.

(Please attach project list With priorities)

6. Ministry and Agency in
charge of the Project

(1) Ou亡Iine of ZmpletT7enting Agency (Please describe in detail)

(the Agency in charge of the execution of the Project)

The implementing agency is the Grain Marketing Board (GMB)

organization･ It is one of four marketing board.s, i.

Cotton Marketing Board and Cold Sヒorage CorruTti8Sion,

the auspices Of the Agricultural Marketing Authority

Agriculture･ The ÅHA is responsible for financingl

operating the activities of the marketing boards

e. GMB,

wh⊥cb

a parastatal

Da土ry Board.

operate under

(AHA) of Ministry of

cozltrOユユiDg aT2d co-

and pro∇ide3 3Ome

technical assistance, Commodity committees are formed for each
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controlled corrLmOdity to act irl an advisory capacity to the general

managers of the marketing boards while an economic committee makes

gerleral policy recommendations relating to pricing arldL marketing policies

and certain other areas of key importance･

The roles played by the GMB are (a) to purchase the commodities within

its jurisdiction which are controlled (regulated), (b) carry out storage

and distribution plus various
degrees of processing' (c) take

responsibility
for import and export where necessary or appropriate and,

(a) arrange allocation systems
in case of shortages of supply･ =n

additionr the G凹B may be asked to perform other roles aさ maY be deemedL

necessary
by the Minister from time to timer

(i) organization chart of the Agency (in general)

(please mark the responsible
departlnent and division in charge of

the project)

General M抑ageT

Deputy General MaLlager

(StrategicDivision)

A.G.M.

MaL'ke血g

A.G.M.

AdTr)jnjstTaLion

A.G.M.

FjaallCe

Deputy General MaLtager

(Operations Division)

A.G.M.

OperLaions

A.G.M.

EJlgiT)n er)ng

(please attach detailed organization chart pointing out the

responsible department, division and sections in charge of this

project)

See Atta⊂bment-4.

Tbe GM3 is organized by five (5) departments dealing respectively

with Marketing, Operations, Engineering Services, Finance and

Administration. The organization is headed by a chief executive.

The senior management team comprises the chief executive, two (2)

gerleraユ TnanagerS aTld four く4) assistant generaユ marlagerS 打bo also

act as depaご亡mental beads.

(ii) Authorities and Duties of the Agency

The GAB has

di5こributing

soyabeans and

consumption.

management

GMB.

of

a sole responsibility in purchasing, storing and

grains such as mai2:e, Wheat, sorghum, groundnuts,

coffee for both interrlational trade and domestic

エn this connection, plarming, implementation and

grain marketing facilities are under authorities of

(iii) personne1 (Please mention the number of Staff, workers, and

employees of the agency and the responsible departLnent, division

and Section in charge of the Project)

=he staff of GMB accounts for 1,266 irl 1992/93 of which 351 are

under the headquarters.
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poslt土on Corporate

Serv土ce

Cblef Execuヒ土∇e

Genera1凹anagers

Corporate Secretary

Assist. General Manager

ReglOnal Manager

(Senior Staff)

Administrators & Engineers

Typists & Assistant Adni.

Depot Assistants

Drivers & Clerical Staff

(Midd,1e-class Staff)

To亡al

1

0

0

2

Strate-

gic Div.

0

1

0

2

0

3

Opera

D土Ⅴ.

0

1

0

1

0

2

Regions Coffee Total

0

0

0

0

4

4

25 41 41 138

1(; 24 86 122

0 0 4 238

4 64 39 347

45 129 170 343

47 132 172 849

0

0

0

1

0

1

14

22

0

29

28

1

2

1

4

4

12

259

270

242

483

471

66 1.266

(iv) Btldget (Revenue and Expenditure)

(rf mentioned in local currency, please mention the latest foreign

exchange rate of the currency tO the U･S･ dollar or the Japanese

yen) : G出B in 1993

Revenue

Expenditロre

G且監皇.エn皿皇且土__且二日皿上且

Latest exchange rate

⊥巳9_i

Z=!4 S

Z=出 S

i USS
-

Z=M S

(2) Ou亡Iine of SロPerVising Ministry (Please describe in detail)

The Ministry of Agriculture is responsible for supervision of all

activities of GMB.

(i) Organization Chart of the Ministry (in general)

(please mark the responsible department and division in charge of

the projec亡 and impleL77enting agency)

(Please attach detailed organization chart pointing out the

responsible department, divisiorl, and sections in charge of the

project and implez7?eZ7tiDg agency)
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(ii) Authorities and Duties of the Ziini5try

- To supervise the GMBTs activities
- To monitor projects implemented by GMB

- To provide GMB with financial support

(iii) Personnel (Please mention the nutrLber of staff, worker5 and

employees of the Ministry and the responsible departmentr division

and section)

Total st.aff

Responsible section

General Manager

Senior officer/Engineer

Officer/Engineer

Non-profess土onaユ

(iv) Budget (Revenue and Expenditure)

(Zf tTZentioned in local currency′ please state the latest fc)reign

exchange rate of the currency to the U.S. dollar or the Japanese

yen)

Expenditure : z=M S

Revenue : Z=M S

Latest exchange rate 1 USS = ZIM S

7. Preparation

く二) Project Site (please attach photographs and maps of the 5ite with the

variou5 SCales including that of 10,000.･1)

(i) (a) Addres5 0f the Site

Bindura District, Hashonaland Cerltral Province

(b) Total Area of the Site

2 ha approx.

(ii) Land Preparation

(a) To which extent has the land been expropriated for the project?

Land is owned by the Government of Zirnbabwe.

(b) When t]i11 the expropriation of the land be coz77Pleted?

Land is owned by the Government of Zimbabwe.

(Please attach the laws and procedures concerning the expropriation

of land)

(2) Electricity, water supply, Telephone, Drainage and Other Facilities

/Please describe the extent to t4hich above mentioned incidental

facilities have been prepared)

Electricity : Available

Water supply : Available

Ra⊥ユway : Ava土1able
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Drainage : Available

Telephone : Ava⊥ユable

(3'言…o;ho;言…alaフym三言三S;:…詰;nc三lデtao三三三三三;三ぷc≡…t;i言三言;言S三;ヲ冨……チraphical'
(rf any, please attach those inforL7ution)

8. Capabilitie5 0f the ZmplementiDg Agency

(please describe the capabilities of the aget)cy to matuge' Sustain, and

operate the project)

(i) Current SitLIation

The GMB has been successfully maTlaglng( Sustaining and operating the

grain storage facilities throughout the country, which are similar
in

nature to the ProjeCt･

(2) Problems of the Agency

(3) ZmprDVement Plan (If any'please describe in detail the contents 0f stlCh

a plan that will enable the Agency tO handle the project L7Wre effectively

and efficiently)

=n order to handle the Project more efficierltly,
it is desirable i) to

assign foreign experts to the Project to train local staff and ii) to

provide key local staff with overseas trainings･

9. Operation and Management of the Project

(1) Personne1 (Please fill in the number of personnel)

current when the Pro⊃ect is completed

GMB 1,266 1,500

Dlrectly Responsible Personnel 15 25

(zn the case of hospital, research institutes, training centersr please

attach the functional personnel charts･)

N.A.

(Jn the case where necessary personnel are not yet secured′ when and how

thi5 i5 tO be done)

N.A.

(2) Budget (Please fill in the budge亡in the below table)

(if mentioned in local currency, Please refer to the latest foreign

exchaDge rate Of the currency to the US dollar of Japanese yen)
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(unit: rrlillion ZIM S)

3 years ago

(1991)

1 year ago Now

【1992) (1993)

Revenue Experlditure

When the

Project will
be

Completed

(1997)

supervising Minisこ=y

I皿Pleme.1tir.g Agency

Direct budgeこ Of the Pro〕ect

(3)

(zn the case Where additional budgetary allocation
is needed for the

implementation of the projec亡′ please answer the folio.ling question･)

(i) Has the additional btldget been already allocated?

1. Yes. 2. No.

(ii) rf no, how and when wi11亡he additional budget be allocated?

Additional budget will be obtained as soorl aS the Japanese

assistance to the Project is approved.

Technical Abilities of Local Staff

(i) please describe technical abilities of local staff operating the

projeCt.

The staff of the =mて)1ementing Agency are accustomed to the

operation of similar grain silosI Boweverr systematic training on

the advanced grain silos is needed to raise the technical level of

亡be staff.

(ii) please describe iD detail educa亡ional background of those who are

in charge of the operation and management of the facilities and

equlPment ～

(G凹3 Bindura Depoこ)

Depot Manager,

Assistant Manager,

Techn⊥clans.

1 person

1 person

3 persons

BSC in plant Engineering

BSC in Plant Engineering

f!igh school

10. List of Related Projects

(please fill in below if there is a
project executed by another donor

country or international organization in related areas.)

(1) Name of donor

Dutch Government

(2) Project Title

Karol Gra⊥n Sllo CorlStruCtlorl Pro⊃ect

(3) ProjeCt Outline

Construction of concrete silos with 70,000 tons capacity

Electrical equipments for the above-mentioned silos

Artificial driers

Office building

Vaごehou5e

MainterlanCe equipments



- 10
-

(4) Type of A5Sistance

(grant, loan, technical assistance' etc･)

Grarlt and technical assistance

(5) ProjeCt Period

3 years from 1989/90 to Decernber 1991/92

(6) Relations with this ProフeCt

(zf there are many project, Please attach a list of those Projects
explained in the same way)

ll. Technical Assistance

(i) Has technical assistance been extended to this project?

(i) Yes. (ii) No.

(2) Zs technical assistance needed for the itnplementation of this project?

(i) Yes. (ii) No.

(3) rf no, please describe the reasons Why technical assistance is not

needed.

(4) Zf yes′ please fill in belotv･

(i) Long-term exper亡s (2 persons)

(sector: storage control and plant Operation/maintenance)

(ii) Acceptance of trainees (10 persons)

(course: storage coコtrOl and plant operatiorl/maintenance)

(iii) Project-type Technical Cooperation

(rf needed, please describe the proposed project outline)

Not necessary, because the Project is managed under the direct

supervision of GMB.

(iv) Japan Overseas Cooperation volunteers

(zf needed, please describe the proposed sector and related

information. )

Not necessary

(v) Development Survey Prograzrme (Feasibility Studies) and Master Plan)

(rf needed, please describe the outline of the proposed development

5urVey PrOgraZ7VTle. )

No亡 necessary

(5) Eas an official request for technical assistance been already made?

(i) Yes. く土土) No.
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(iii) rf yes, please mentioned the date of the request･

(iv) Zf DO′ Please describe the reason why the official request has not

yet been made･

The scope of the Project works to be imDlemented under the Japanese

a土d ls not f⊥Ⅹed yet.

(Ⅴ) when will the request be made to the EtrLbassy of Japan?

An official request will be made as soon as the Basic Design of the

ProjeCt is completed･
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工工. General Development plan

i. Title of the Plan (Please attach the whole volume of the latest geEleral
development plan. )

Secc)nd Five-Year National Development Plan (1991-1995)

2.

(1)

(2)

(3)

(4)

EconozDic and Social Situation

(Please mention the basic statistics of economic fundamentals.)

GDP

ロS$ 4′414 m土11土on equlvalent 土n 1990

National Income, Sector by Sector

GOP l⊃ 1990

Manufacturing

Agriculture

Eote1 & Restaurant :

Educa亡土on

.Mining

others

Unemployment Rate

26% (in 1989)

Inflation Rate

US$ 1,190

ロS$ 530

US$ 530

US$ 400

US$ 310

US古 1′764

(1980 prlces)

m⊥11⊥on (27篭)

m土11土on く12篭)

m土11⊥on (12亀)

million (9%)

million (7!)

m土11⊥on (40篭)

i9Bl 上巳Bヱ ⊥旦且a ⊥且旦⊥ i_9B1

7.1! 11.6% 15.5% 23.7! 40.1!

(5) Growth Rate

Gross domestic product (GDP) irl the period 1986-1990 : 3.2%

(6) Balance of international payments

US$ 260 mi11ion surplus in 1990

(7) Labour Population (as a whole, and sector by sector)

I

(Un土t: 1000)

⊥皇且之 ⊥出王 ⊥皇且企. ⊥皇且ユ 之山辺
Total Population 7,517 8r175 9(369 10,586 11,845

IJabour Population 3r733 4(197 51097 6,079 7,102

Commercial Agriculture 24･2%7 Marlufacturingユ6.6%7

(8) Debt Service Ratio

(9) Out.standing Debts
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(10) Major Items of Exports and rmports and their value

ェmpoご亡s (1987) : Cbem⊥cal products

0⊥1 products

Transportat土on Equipments

Foodstu王f5

Total

Exports (1987) : Tobacco

Gold

凹etal

Cotton

Total

Z=MS

Z=凹S

Z=凹S

Z=凹S

Z=!4S

ZI出S

乙=MS

Z=b!S

ZI出S

ZI出S

309.6 m土11ion

196.2 ni11ion

242.2 m⊥11土on

24.4 m土11⊥on
1,741.7 m土11土on

430.6 m土11⊥on

413.0

249.5

123.1

2.332

m土⊥1土on

m土11⊥on

m土11土on

1 m土111on

(ll) Major Trading Partner

lmports (1987): South Africa (2018%), UK (11･5%), USA (9･4i)

ExporこS (1987): UK (12.9%), West Germany (10･2!). Souこb Africa (9･8%)

(12) Population and its Growth Rate

Populat土on ⊥n 1992

Annual Average Growth Rate, 1982-92

(13) Average Life Expectancy (Male and Female)

Z{1a le

Female

10,401.767

3.13%

(14) Death Rate and Birth Rate

N.A.

(15) Medical Structure

Available in urban areas, but insufficient in some of rural areas.

(16) Ten Diseases most afflicting the nation

Malaria

(17) r11iteracy Rate (or Literacy Rate)

L土亡eracy rate 土s about

(18) Other data

3. Outline of the Plan

(1) Most ZTTPOrtant Sectors in the Plan

Agriculture

(2) Ba5ic Objectives of the Plan

(Please describe in detail the objectives
by using concrete figures.)

For the agricultural sector, emphasis is placed on increase of production

of both food and export-oriented crops to stabili2:e food supply and to

earn foreign exchanges by exporting.
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(3) HofV Will the above-mentioned objecti∇e5 be achieyed?

For the agricultural sector, an intensive agricultural dLevelopment

prograrrme will be implemented.

(Please mention specific projects and programme to achieve the

objectives. )

- General program

-

Food crop program

research, training, irrigation, etc.

mai2:e, Wheat, other cereals,

veg.e亡ables, e上c.

-

Industria1/cash crop program : tea, coffee, Sugarcane, Vegetables,

e亡c.

4. When vi11亡he plan be executed and completed?

The Plan was started ln 1991 and w上ll be completed 土n 1995.

5. Relations between this Project and the general development plan.

(Please describe the significance of the project in the general plan.)

=n view of food security( the plan aims at stabili2:ation of grain Supply

through dLeVelopment of storage and transportation facilities, Which are

main componerltS Of the Project.

6. Zs there any assistance that other donors have extended/will extend to

the projects and/or programt77e listed in the general plan?

(i) yes. (ii) No.

(iii) Zf yes, Please give basic information on the assistance

(a) Name of donor

World Bank′ EC, FAO. Germany. Japan, Holland, USA, etc.

(b) ProjeCt Title

(c) Project Cost

N.A.

I

(d) Type of Assistance (Grant, Loan, Technical Assistance, etc.)

Grant and technical assistance

(e) ProjeCt Outline

Whole the proコeCt5 are izlteTlded to provide technicaユ and

finarlCial assistance to the Government.
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COST FOR B=NDURA SILO CONSTRtlCT=ON PROJECT

_____ i rl

Decsr土p亡1on Phase -I
Phase

一工: Pbase 一工工= To亡al

1. preparatory W‾ork

2. Brこ11d三-ng.

2.1 Concre亡e S土1o

2.2 Machine Room

2.3Weヒ Bln

2.4 0ffi.ce

2.5 S亡ore

2.6 Other Building

Sub一亡○亡al (2)

3. Externalコtlllこy

4. Mechar:ical EqulPmenヒs

5, Oth(r Expenses (10%)

213,100 106,520 35,900 355,520

580′410

171,300

751.710

157′730

1二2′250

386′400

57.300

170′280

613′980

69′290

533′160

132.300

ユ12,920

48′000

30′240

191,160

187.350

966.810

228′600

170′280

112.920

48.000

30.240

1′556′850

256′640

477′880 1′168′770

89′230 333′780

1′234′790 1′455′250 981′520 3′671′560TOTAL
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2.南部地域穀物貯蔵流通改善計画TOR (莱)

TERMS OF REFERENCE

FOR

MASTER PLAN STUDY FOR

GRAIN MARKETING IMPROVEMENT IN

SOUTIIERN PROVINCES, ZIMBABWE

Project Title

Executlng Agency

Master Plans [udy for Gmin Marketing Improvement

in Southem Provinces, Zimbabwe

Grain Marketing Board (GMB),

Governmer)i of the Republic of Zimbabwe

Proposed Source of Assistance : Government of JapaLI

I.
.

INTRODUCTION

The agncultural sector of Zimbabwe plays an important role in the development of the

whole economy･ It contributes to 14% of GDP and 30 - 40% of the totalexportvalue･ It is the

pnmary source of liveliho∝1 for over 70% of the nationalpopulation･

Zimbabwe produces a Ⅵ′iderange of crops and animal products･ In nomal years,

substaJltialamounts of sugar, tobacco, maize and meat productsare exported･ h addition to the

export-oriented agro-products, such gralnS aS maize, wheat, sorghum and soyabeans are also

produced throughout the country･ Zimbabwe is basically self stlfficient in food requlrementS

although it had often experienced crop failure caused by severe droughts･

The adverse effects of irregularrainfall have been more pronounced in 1980s･ This

phenomenon was recognized in one part of the country or otheralmost every year･ In order to

mltlgate this problem, the Government of Zimbabwe placed a great emphasis on dam

construction fわrexpansion of imgatiorl farm1ng and for extension of new famlng techniques

withearly matunng grain varieties, relay cropping, farm mechanization, etc･

To enhance food security,the Gov.ernment envisages expansior) of grmistorage capacity

of the country. Irl 1989, the master plan was prepared to install 650,000 tons new silo

complexes on the basis of a demand and supply forecast of grains towardthe year2000･ The

master plan attached the first pnonty to silo construction in the northern country, namely

Mashonaland Central, East and West Provinces, where the commercial farmers of European

originsmanage
large-scale mechaJlized farming under higher rainfall (Figures 1, 2 and 3).
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In contrast, the said master plan proposed no silos inthe southem coun町, i･e･ four (4)

provinces of Midlands, MasvlngO, Manicaland and Matabeleland South･ These provinces are

characterized by lowerminfal1 and extensive animal husbandry･ Withinthis lower potemial

zone, however, there are several urban centres such as Kwekwe, Gweru, Zvishavane and

MasvlngO, Where grain supply is far below its demand･ Inthese urban centres･ there are only

bag depotswith1imited storage capaclty･

In spite Of limited storage capacity, the southerncountry lS expected to play as first

collection and dis由bution centres of imported grains nown intothe country from SouthAfricar)

and Mozambique in drought years.

It is crucial 【o improve the grain sector of the southerrl COunUy Paylng a Particular

attention to its socio-economic situations･ Apart from such strategic reserve tO be set up from

natipnal food secunty viewpoint, itis also necessary to facilitate grain marketing atvillage level･

i.e. collection from farmers and distribution to its consumers, by strengtheming Institutional

support and improvement of marketing facilitiesincluding b･anSPOrtation･

The present Terms of Reference was drawn for execution of the Master Plan Study for

Grain Marketing Improvement in Southernf>ovinces, Zimbabwe.

II. PROJECT BACKGROUND

Zimbabwe produces the grains Of 2･6million tonsper annum during the late 1980s･

Maize leads the other grains in bothplanted area and production as main diet fbr localpeople･ Its

average annual production amounts to 2.1 million tons or 81% of the total grains. The gralnSare

purchased, stored and distributed through a nationwide marketing network of the Grain

Marketing Board (GMB). The annual GMB intake is 1.7 million 【ons in total, of which 1.3

million tons are derived from maize glVlng the overall average of GMB share at 64% as

presented in the fbllowlng table.

Farm ers Production GMB Intake GMB Share

(10∝=on) (1000ton) (%)

Maize 2,140 1
,275

Wheat 2 30 22 3

Sorghum 1 32 76

S oyabews 90 90

60

97

58

1(X)

2,592 1
,664

Note: annual production and GMB ir)take in theperidfrom 1985 to 1987
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Tbe GMB is a parastatal body of wbicb roles are (a) to purcbase也e commo血ies, (b)

carry out storage and distribution plus various degrees of processing, (c)take responsibility for

import and export where necessary or appropriate and (d) arrange allocation systems in case of

shortages of supply･ In order to ensure these marketing activities of GMB, it operates the graln

silos for buk storagewith a totalcapacity of598,500 tons in a whole coun町aS OfMarch 1994･

This storage capaclty makes up only 20 - 30% of the total GMB intake, while the remalnlng

grains purchased by GMB are stored in bagged depot on hardstanding (open-aired concrete

floors) or inspansheds (conventionalwarehouses)･ These temporary stores provide major

facilities at GMB depots in rural areas to collect harvested grains from farmers･Asof March

1994, their total capaclty is 4,272,000 tons consistlng Of 4,125,000 tons for hardstanding and

147,000 tons for inspansheds.

In 1984, GMB prepared the master plan for the development of bulk facilities for the

grain sector in order to identify the constraints in grain marketing system under GMB and to

assess the future requlrement Of grain silos･ At completion of the master plan, the five-year

investment programme for silo construction was established and the construction of the first silo

complex has started in Karoiwiththe Dutch financial assistance in 1989･ In addition,the silo

complexes in Bulawayo, MukⅥ′ichi and Chiweshe were commissioned in 1989 with丘nancial

assistance from EC and DANDA and now under preparation･

The master plar) was revised in 1989 to
adjustthe

investment programme taking lntO

account changes in economic circumstances such as devaluadon of Zimbabweandollarand price

escaladon of construction materials･ It isalso important to considerthe growlng requlrement for

Zimbabwe as a ma)or contributor of gralnS tO the SADCC coun打ies within the丘ame of food

secunty programme, i･e. Regional Early Warning System･ In fact, surplus stocks of maize in

Zimbabwe are readily purchased by various foreign governments and relief agencies for

dis由bution to neighbouring SADCC countriesI

Tbe revised master plan proposed to install the silos of 650,000 tons at 24 selected sites

and their implementation programme in theperiodfrom 1990 to 2000･ The detailsare presented
I

in Table 1 and Figure 3･ As seeロ, the master plan gave the higher pnonty to the provinces

surrounding Harare, namely four (4) proyincesof
Mashonaland Central, East and West･ These

provinces fall mainly in Commercial Areas under higher annual rainfall over 800mm･

The natural and socio-economic conditions of the southern countryare contrastive.

Communal Areas are more prevailing that) Commercial Areas. The CommercialAreasare much

endowed with high rainfall, while the CommunalAreas fall in lower rainf:all zones, i.e. below
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800mm per annum as presented below･

Nabral Average Total Area (millionha)

Region Ann皿1 止ge･Scale Small-Scale Comtnunal Rese山ement

Areas Rainfall (mm) Commercial Commercial Area A柁a

I

II.

1Il.

ⅠⅤ.

Ⅴ.

> 1CKX)

750 - 1(X)0

650- 750

450 - 650

450>

0.4

3.9

2.0

2.9

3.6

0.0

0.3

0.5

0.5

0.1

0.2

I.3

2.8

7.4

4.8

0.I

0.5

1.0

I.0

0.1

Total Area (millionha) 12.8

(%) (38.6)

Total GMB Reg.

Farmers (1000families) 4.8

1.4

(4.3)

8.5

16.4

(49.2)

8 CK)

2.6

(7.9)

30

under the above-mentioned conditions, the Master Plan Study fb∫ the graln Sector

covering the southerncoun町1S required for improvement of the grain Sector by:

- Enhancement of food security in the southern country by means of expansion of gmin

StOrage CaPaClty,

- Institutional reinforcement of GMB and village-level grain marketing system in

Communal Areas, and

- Smoothdelivery of grains from GMB depots to large urban centres･

Ill. OBJECTIVE OF THE STUDY

The Master Plan Study for Grairl Marketing Improvement in SouthernProvinces of

ZimbabⅥ/e aims at:

(1) Identification of constraints in cu汀ent grain marketing system in Midlands,

MasvlngO, Manicaland and Matabeleland South and needs for its improvement in

terms of marketing Institution and facilities,

(2) Formulation of the Master Plan for improvemerlt Of grain marketing system on the

basis of future demand and supply balance,

(3) Establishment of computer-aid stock control system taking into consideration link

between GMB activities and the Early Waning Unit,

4)

5)

6)

fh･eparadot1 0f imp】 em eT) ta白c･n programnl e,

Feasibility study for pnonty pro)ect, and

Transfer of technology to counterpart experts.
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ⅠⅤ. SCOPE OF TEE STUDY

4. 1 Phase I : Formtllatior) of Master Plan

4. 1. 1 Clarification of Cu汀ent ColldidorlS Of Grain Sector

(1) Review of the nationalgrain sector

- Review of the Tr)aSter plan prepared by DAN工DA jn 1984 aL7d its revised plan in 19B9 ‡c･

clarify its underlying assumptions and policies in (he lightof actualdevelopmentsand to

analysethe lightof possibly revised policies and forecasts for the graln marke血g sector

in Zimbabwe

- Detailed analysis of the development in the grain sector especially with regard to血e

effects on grain production of the various government incentives to producers, notably

the pnce policy

- Analysis of the investment programme set up under the master plan and establish a clear

pICture Of present commitments and expected pledges and commitments for further

development

- Clarification of the current situation of GMB in terms of organization and staffing

smcture, budgetary status, etc･

-Assessment of the technical knowledge of the middle-class staff and operators. The past

performance of staff training Shallalso be studied.

- Macro-analysis of transportatiorl mode and transportation cost for commodity and grains

flow ir)the counuy

- Detailed analysis of b由1ding and mechanical structures of the existlng Silo complexes,
･

inspaTISheds, hardstanding a【 represeTlra【ive GMB depots. Their opera亡ioTl aTld

maintenance cost shallalso be studied. I

(2) Analyses of grain sector in southernprovinces

- Detailed analysis of demographic features on the basis of (he latest population census in

1992 in order to forecastthe future food demand in the provinces and districts
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concerned. The following Studies would be made at dis出ct level･

-Assessment of inter-relation among ago-climatic conditions, land tenure system, and

present land use conditions

- Estimate of planted area, unit yield and production by graln･ namely maize･ wheat･

sorghumand soyabeans,. for the whole country and forthe districts concernedaimlng at

proJeCtions of grain supply condidorlS in future

- verification of the current marketing channels and amounts of the grain Sector in both

Commercial Areas and Communal Areas of the southernprovinces. The particular

attention will be paid to annualand seasonal fluctuation (monthly basis) of the GMB

purchase/intakeand perfo-ance atthe GMB depots･

- preparation of the listof the existlng GMB depots inthe southernProvinces in terms of

location, storage type, storage capacity, intake, turn-over rates, working conditions of

facilities and equlPmentS, etC. Other important elementsare availability of transportand

GMB depot accessibility

- Study of the pnce mechanism of grains prevailing in the southernprovinces･ The

monthly fluctuation of grains PnCeS Shall be surveyed

- verification of the cu汀ent Situations of on-farm and/or village grain storage for

consumpt)or1 0f grain Producers in terms of storage type, capaclty, turn-over rate･ e(C･

Direct interview to villagers shall be ca汀ied out to grasp their general attitude to

development of the GMB grair) storage and/or sort of cereal bariks in Communal Areas

- Clarification of import, collection, temporary storage, transportation and distribution of

gralnS importedthroughSouth Africa and Mozambique irlthe 1993 drought

4. 1.2 Identification of Constraints and Development Needs

I Analysts Of the regional grair) balance on the basis of grain production,. grain

distribution, future grain balance, etc.

- Identificador1 0f stock requirement by district and selection of dis出cts which suffer from

shortage of graln Storage and transportation facilitiesI

- Analysis of costs and benefits of bu比versus bags ln Order to selectthe optlmum Storage

facilities
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4. 1.3 Formulation of Master Plan

- Institutionalanalysis of graln marketing channels from producers to consumers

- Preparation of planning Criteria of grain Storage

- Selection of proposed sites for installation of storage complexeswithselection of

facili【iesand capacities for bulk storage and bag depots

- Priorlty raZlkirlg Of proposed grain storages aTld preparatioLI Of血ple皿entatioTI

PrOgramme

- Establishrrlent Of operation and maintenance system of proposed storage facili丘es

- Establishment of ''prototype.1 computer-aid system for stock control aJld monitonng to

linkthe GMB activities andthe Early Warning Unit

4.2 Phase II : Elatx)ration of Master Planand Feasibility Study for Priority Project

- Elaboration of Master Plall

- Preliminary design of the proposed storage facilities for the pnonty project

- Cost estimate

- Preparation of operadon and maintenance plan

- Preparation of implementation schedule and cor)struction plan

-

Projectevaluation

4.3 TransfTer of Technology

Throughout the course of the Study, transfer of technology and training Will be provided to

counterpart expeれs by fわreignexpeれs in the following丘eld;

- Field survey and irlVeStlgations for agronomy, gralr) marketing, prlCe mechanize

demand and supply balance and plan fomulation

- Plannlng and design fTorgraln Storage

- CorrlPuter techniques for st∝k control/monitoring

The above trarlSfer of techologywill be carried out in theformof on-the-jobtraining and

seminar duringthe course of the Study･ Overseas trainlngwill also be programmed.
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v. scfIEDULE OF TI士E STUDY AND REPORTS

The pedod required
fわr the Study is estimated at 16 months in total･ A tentadve work

schedule is presented in Attachmenト1･ The followlng reports Will be prepared
in the course of

theStudy.

- Inception Report

- Interim Report

- Draft Report

- Final Report

VI. EXPERTS INPUTS

within one (1)month&omthe commencement of the Study

within seven (7) months from the commencement of the

Study aモ血e end of Phase i study

within 14 months from the commencement of the Study at

the end ofPbase II study

Within 16 months from the commencement of the Study

For executing the S 【udy, the following foreign experts will be required;

Expert Approximate M/M

Required

1

2

3

4

5

6

7

8

TeamLeader / Economist

Grain Markedng / Post HaryesI Expert

Agro-economisりAgronomlSt
lnsdttltionalExperL

Traffic / Commodity Flow Expert

Arch itecI

Plant Engineer

Comptltern)atabase Specialist

5

5

0

0

8

5

0

7

Total 90

VII. UNDERTAKINGS OF TEE GOVERNMENT OF ZIMI‡ABWE

In order (o facilitate the smoothar)d effective implementation of the Study,the Govemment

of Z血babwe will undertake山e followlng measures:

- To provide available information.necessary to ca汀y Out the Study, including statisdcs,

ago-census, previous study reports relevant to the prqect･

- To nominate a counterpart group, including a project COOrdinator responsible for the

Study and resolving any trouble arlSlng throughout the study pericxl･

- To provide logistic support including office space withappurtenant fumitures and

facilides.
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To provide the expertswith any necessary enけy and exit visas, work permit and travel

permit, ifrequired, for the study in Zimbabwe.

To exempt the foreign experts from tax and charges of any kind imposed on or in

connection with the living allowance remitted from abroadand from import and export

duties imposed on their personaleffects, and instruments, equipment and materials

necessary for the execution of the study.

To secure permission for entry Into all areas as required for the proper conduct of the

study.
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Table I Proposed GMB Silo Complexes and Implementation Schedule (1990 to 2000)

No.Location Capaclty

(100O【on)

Cornmer-

ciaユAreas

tcommu･
rlalAreas

上rr)plemenLationSchedule

89/90 9O/91 91/92 92/93 93J94 94β5 95ノp6 96〝7 97PS 98/99 99/eX)

MAINSILODEPOTS

1.Karoi

2.MagunJe

3.LionsDen

4.Murewa

5.Mhangura

6.KweKwe

7.Bindura

8.Mvurwi

9.GlヱruVe

10.TimberMills

ll.Ctnterrlary

12.Kadoma

13.Rusape

14.Selby

Sub-total

70

50

20

50

60

25

50

60

40

20

25

15

15

30

530

I

＋

I

*

*

I

*

*

*

～

*

I

I

～

EiE E

P E E

P E E

P E ≡

P E E

P E

P I: E

P E E.

P E E

P E E

P 王 E

P E

P E E

P E E

SAT王LLITESⅡ_OS

15.MLDarwin

16.MaTOndera

17.MtltOko

1B.Gokwe

19.Masvingo

20.Nembudziya

21.Sanyati

22.Shamwa

23.Chivhu

24.Murombedz.i

Sub-total

15'

lor水1
15l*

20

lo♯

lo♯

10

lot

10*

lo♯

120

I

*

P E

P E

P E

P I E

P E

P E

′
P E

【

P E

P E

i P E'

i

i

Total 65O
J

I

Note: P - Plannlng, E - Erection

Source: Review and Updating of ule Master Pュar)for Development of Bulk Facilities for山e Grain Sector , August 1989



RAINFALL

lNS.

80

48･

32･

16･

MNI.

2 000

1200

800

400

Figure･ 1 Mean Annua一 Rainfdl in Zimbabwe

NASHOIl▲LA～E)

■l■Nl亡ALANO

NASHEHALAND VrE王T

NATAJELELA～E,壬OUTM

Figure･2 Adminisb･ative Boundary of Zimbabwe



ZAMl】1A

2A

Jt

3△

5△

△9

良

～

△11
15

∇17

20V

I

J/

8∇+

∇2

Gw肌

2(∇

■i
△12

△6

IiARARE

Kwekwe

23

19

Masyin go

Mu Late

lrnpoTt i

血m Be主

ム

∇16 △10

13△

Import Line from Maputo

BULAWAYOー

BOTSWANA

Irnpor【Line From South Africa

I

□

A

∇

ImporL Line from Sotlth Africa

SOUTH AFRI⊂A

EXISTING S(しO DEPOT

SILO DEPOT UNDER CONSTRUCT旧N

SlしO DEPOT PLANNED

SATELuTE SILO DEPOT PLANNED

Figure･3 Locatiod of the Planned Btllk System



ATTACHMENT - 1

TENTATIVE WORK SCEEDULE FOR MASPER PLAN STUDY

GRAIN MARE:ETING IMPROVEMENT IN SOUTI‡ERN PROVINCES, ZIMBABWE

WORKASPECT

ITEMS

MONTHINORDER

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16

1.ClarificalionofCurTeTl【Corlditionso(GTainSec王Or

-Revi巳WOfthe･nancTLalgraLlnSCCtOr

ーAnalysesofgrainsectorinsouthernT)rOVinces

2.IderlLi丘ca【iono(Cor)s(mitt(SandDevelopmcDtNeeds

3.EstablishrnentofDevelopmentCon∝ptandBasicPlan

4.ForJTlulabonofMaslerPlan

5.Elabrationof-MastcrPlarl

6.FeasibilityStudyforPriohtyProjcct

PHASE! PHASEll

J
:F

:H

!｡｡w
o7TICO

!山
缶cc

Lb.
Works

i
bv一

i

REF)ORTS

l⊂R;InccplionReporL.R'.1nt由nRcpozt.

DFR;DT4ftF山a!R甲0爪.FR;FiLlalRcpo爪

CR IR DFR FR

EXPERT

MONTHINORDER

1
I)

3 4 5 6 7 8 9 1() ll 12 13 14 15 16

i
I

～

】l.TeaTnLcader/Economic

2.CralnMarkejng/PostHaTVeS'LExpen

3.Ago･economist/AgTOZIOmist

4.1nstltutionalExpeTて

5･Transport/Commodit)'FlowExpert

6.Architect

7･PlanlEnginee･r

8.CoITlptltCr/DatabaseExpcrt

”/” pliASE】 PHASEI7

15

15

lC

10

8

15

10

7

_+____L_+__I I
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L

l
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良 I

1

I
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Total 90



付属資料-3

調査行程表

日偶 月日 起点･経由地 目的卦滞在地 活動

3月15日(月) リコンク●ウェ ハラレ

16日(火)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

20日(土)

21日(日)

ハラレ

ハラレ

ハラレ

ハラレ

ハラレ

ナイロヒ●

アクラ

神山:シ◆ンハ'7◆ェ･ハラレに到着(QM145)

水島:ナイコヒ●よりハラレに到着

日本大使館･ JICA表敬訪問

穀物公社表敬訪問･日程打合せ

農業省表敬訪問

現場踏査(ヒ●ハ●ゥラ地区)

現場踏査(南部地域)

資料収集/整理

穀物公社に報告

日本大使館に報告

ハラレよりナイ吋に移動(KQ443)

ナイロヒ●よりアクラに移動o;T971)



付属資料-4

面会者リスト

1. GrainM∬ke血g Board

Mr. Renson M. Gasela

Mr. Lazarus Z加1a

Mr. F.M. Nenzou

Mr. P.M. Jongwe

Kurima House, 89 Baker Avent)e, Harare, P.0. Box 8014, Causeway,

Zimbabwe

Chief Execu也ve

GeneralManager (Operations)

Assistant GeneralMaJlager (Engineering)

Assistant GeneralMaJlager (Marketing)

2. MinisBy of Land, Agriculture and Water Development

Mr. T. Takabarasha

3.在ジンバブエ日本国大使館

大橋 巧 氏 (参事官)

4. JICAジンバブエ事務所

稲田 武司 氏 (調整貞)

5. JETROハラレ事務所

亀井 敏之 氏 (所長)



資料収集リスト 付属資料- 5

(一般)

1. Malt) Demographic Features or the Population of Zimbabwe

2. Census 1992

3. Secor)d Five Year NationalDevelopment Pun: 1991 - 1995

4. Zimbabwe Ecor)omic Reform

5. Report of the Committee of Inquiry Into PaTaStatals

6. A Framework for Economic Refわrm: 1991 - 1995

7. Report of the Commission of Inqulry ln10the Agricultural Industry

8. Quarterly Digest or Sta【is【ics:1 - 3

9. Inves【menl Register

10.Budget Statement

1 1.The New Consumer Price Index

12.SLatis山cal Year Book

(農業関連)

ll Food arid Agricultural Statistics for EaTIy Woming Use

2. Review and Updating of the Master Plan for Developmer)I of

Bulk Facilities for the Grain Sector; Main Volume

3. Maps: 1/1,000,000､ I/50,000

Jun. 1985

Dec. 1991

Jam. 1993

Dec. 1988

Jaロ. 1991

1982

Sep. 1992

1991

1992

Feb. 1993

1989

Au雷. 1991

Aug. 1989



現場写真集 付属資料- 6

(1)ビンドゥラ穀物サイロ建設予定地

(現行貯蔵状態)

(2)ビンドゥラ穀物サイロ建設予定地

(建設予定地)

(3)既設サイロ(77,000トン)
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マラウイ共和国編

ADMARC農産加工開発計画



Il.マラウイ共和国編

1. 背 景

I.1 国土と人口

(1)国土･気候

マラウイ共和国は､タンザニア(北)
､モザンビーク(南､東) ､ザンビア(西)に囲まれた内陸国

で､南北に伸びた国土は119,140km2 の面積を有するが､その21%8こ当たる24,000km2 をマラウイ湖が

占める｡マラウイは､アフリカ大地溝帯(リフトバレー)の最南端に位置し,リフトバレー底地､断層

崖､高地､山岳地の4つの大地形に区分される｡リフトバレー底地はマラウイ湖岸及びシレ河流域に広が

る標高100m-600 mの平地である｡リフトバレー底地には植生に富むダンボと呼ばれる後背湿地が随所

に形成されており､天水田及び放牧地として利用されている｡高地は株高900m-1,300mにある準平原で

あり国土の70%を占めるoリフトバレー底地と高地の間には標高600m-900mに位置する多数の断層崖が

南北方向に走り､錯綜した地形を形成するとともに土壌侵食の問題が顕在化している｡断層崖を流下する

河川の多くはマラウイ湖に流入しているo また高地には標高1,300m以上の山岳が形成されているc

マラウイは熱帯サバンナ気候に属する｡年降雨量は平均1,000mmで､その90%は11月から4月の雨期に

集中する｡国土は地理的に北部､中部､南部と3地域に区分される｡北部の湖岸地域では年降雨量は

1,500 -2.000mmで､西の高地に近づくにつれ降雨量は少なくなり900mm以下となる｡中､南部は湖岸

地域で800 -900mmと低いが､標高が上がるにつれ900 -2,000 mmの範囲で増加する｡高地の月別平均

気温は11月に23℃で最高となり､ 7月に10℃で最低となる｡湖岸地域では各々32℃, 14℃となる｡

(2)人口･行政区

1987年のセンサスによればマラウイの人口は7,950,000人で, 1977-1987年における人口増加率は年

3.7%である.人口の46%が14歳以下の若年層であり､就業可能人口にあたる15-65歳が全体の50%を占め

る｡総人口の50%が南部地域に集中し､以下中部地域39%､北部地域11%と続く.また総人口の89%が農

村部に居住している｡人口密度は南部地域が最も高く125人/km2であり､アフリカにあって屈指の人口

過密地帯となっているo

1987年以降､人口センサスは実施されていないが,マラウイ政府統計局は､ 1991年に8,750,000人に達

していると予測している｡また､ 1980年代に隣国モザンビークに起こった内観により､主に南部国境から

難民が流入しており､ 1989年に800,000人に達した｡モザンビーク難民の洗入は,マラウイにとって､大

きな経済的圧迫となっている｡
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1.2 社会･経済

マラウイ国の一人当たりGNPは約180ドル(1989年現在)で､旧ローデシア･ニアザランド連邦の中で

も最も経済開発が遅れ､世界の最貧国となっている｡累積債務の増大､公共部門の効率低下等により､財

政収支､経済収支は依然大幅な赤字となっている｡ 1990年のGDPの実質成長率は年4.7%であったが､急

速な人口増加により一人当たりのGDPは年l.7%に留まった｡マラウイ国政府の財政赤字は1990年でGDP

の4%Eこ達しており､開発予算のほとんどを外国援助に依存している.海外輸出額の90%以上をタバコ､

砂糖,紅茶などエステート農産物に依存しており､ 1989年のデット･サービス･レシオは28.5%になって

いる｡さらに､モザンビーク内戦による社民流入･鉄道輸送の停止とこれに伴う輸送コストの上昇は､マ

ラウイの経済･社会に深刻な影響を与えている｡同国の主要な経済指標は次の通りである｡

表-1 マラウイ国の主要マクロ経済指標

経済指標 1984 1985 1986 1987 1988 1989 199O

実質GDP成長率

同上1人当たりの成長率

投資(対GDP%)

インフレ率

財政赤字(対GDP%)

政府累積債務(百万MK)

外貨準備高(百万uSS)

デットサービス･レシオ(%)

5.4

-3.1

13.2

ll.0

6.4

23.5

56.6

30.1

4.6
-0.2

1.7 3.0

0.8
-3.2

14.2 11.I

14.9 15.0

6.3 11.5

166.2
1163.6

45.0 24.6

38.9 527

-0.8 -0.8

13.5 15.3

26.5 31.4

6.2 3.1

-133.1 -281.5

51.8 145.6

35.8 3l.4

5.0 4.7

0.8 1.7

15.9 16.2

15.7 11.7

2.9 4.0

-586.6 -411.7

loo.3 137.2

28.5 NA

マラウイ経済の中心は農業部門であり,就業人口の約85%､ GDPの約40%が農業に依存している｡ 1991

年におけるGDP (1978年不変価格)はl,022.4百万クワチャであり､農林水産部門は下表の通り､ 34.4 %と

同国最大の産業となっている｡

部 門 GDPにおける占有率(%)

農林水産

政治サービス

製造業

流通

金融サービス

運輸通信

建設

その他

34.4

】4.4

13.5

12.1

6.7

6.0

4.4

8.5

計 100.0
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1.3 農業現況

(1)農業生産

マラウイの農業は,主として食用作物を生産する小規模自作農と､輸出向け換金作物を生産するエステ

ート農業の2部門に大別される｡自作農は主食であるメイズを中心に､ソルガム､ミレット､豆類､落花

生､甘薯､水稲､その他綿花､タバコ等の換金作物の生産を行ない､その生産額は農林水産部門の総生産

額の75%を占める｡しかし､ 1980年前半の構造調整において,エステート部門が優先される中,自作農に

対する支援策は不十分なものであり､自作農の生産性は伸び悩んでいる. -一方､エステート作物であるタ

バコ､茶､砂糖キビは順調に伸び､ 1988年には輸出額の85%を占めるに至った.しかし,マラウイの貿易

収支は､農産物の国際価格の下降傾向の中で､マイナス基調で推移している｡

マラウイ国の高い人口圧力の結果､可耕地は開発し尽くされ,農耕限界地まで開発されつつある｡ 1983

年における小規模自作農とエステ-ト農業の栽培面積はそれぞれ13,830 km2､ 6,310km2で､エステート

農業が全農地面積の約31%を占めている｡作物の栽培は,水稲とサトウキビを除きほとんどが天水に依存

しており､主食であるメイズの生産量も天候により毎年大きく変動している｡ 1985､ 1986､ 1989年におけ

る干魅､洪水のためそれぞれ3.6%､ 6.5%､ 15.5%のマイナス成長となった｡ 1984年から1989年の平均年増

産率はo.7%と人口増加率の3.6%を大きく下回っている｡

1989/90年の干魅により総人口の1/3が影響を受け､ 29.000トンのメイズが被害地に援助された｡また､

1991年の洪水では20,000haの作物が被害を受け､被害農家に対する援助が必要となった.モザンビーク難

民への食糧援助は､ 1991年でメイズ17万トン必要であったが､うち97,000トンを援助国物資によりまかな

ったものの､残りはマラウイが準備せねばならぬ状況にあり､自国の食糧供給に大きな影響を与えた｡

(2)農産物の市場･涜通

マラウイの収穫後処理･農産加工業は行政的には農業開発･涜通公社(ADMARC)の管轄下にあり､

ADMARCが直接投資を行なっている企業が半独占的に各事業を展開している｡ ADMARCの出資企業及び

関連企業は下記の通りである(農産加工業のみ抜粋) 0

Ⅰ.ADMARCの出資企業

ADMARC Canr)ing Company Limited

Auction Holding Lirnited

Cer)tralTobacco Properties Limi(ed

Cold Storage Company Li血ted

Grain ard Milling CornpanyLimited

NadonalOil lndus打ies Limited

II-3

果菜類の缶詰･瓶詰め加工

タバコ菜の集荷･乾燥

タバコ製品化

食肉加工(生肉､ベーコン､ハム)

穀類･豆類の製粉､飼料生産

棉米､食用油生産



ⅠⅠ. ADMARCの関連企業

Cotton Ginners Limited

DwaJlga Sugar CorporaLi on Limited

Malawi Tea Factory Company

捜綿

製糖

紅茶

ADMARCは上記企業の内､特にADMARC Canning Company Limited (ADMARCの100%出資企業)の拡

充を検討しており､これに対する我が国による開発調査の実施を期待している｡

1.4 農業政策

マラウイ農業の最大の課題は､農業生産性を改善し､食料自給率を向上するとともに小規模自作農を貧

困から開放することにある｡政脚よ､ 1987年に長期開発計画(1987-1996年)を策定し､土地改革､藩政

開発計画の推進､農作物の涜通機構と農民信用の改正,優良種子･肥料調達のための補助金制度の導入を

柱とする小農支援政策を打ち出した｡長期開発計画においては以下の項目を達成することに主眼がおかれ

ている｡

(1) 貧困の撲滅､教育の普及､病気の低減､

(2) 収入分配の改善,及び

(3) 国家及び個人の福祉の安定化

上記項目には優先順位は付け難く､バランスを保ちながら各々の分野で目標を同時に達成することを目

指している｡目標達成には｢人口増加率を上回る成長の達成+が不可欠である｡そのためにはGDPの37%

を占め､雇用と輸出の面でも支配的役割を占めている農業部門の開発が計画成否の鍵となっている｡この

実現のため1988年の終わりに農業部門調整計画のもとに以下の政策が打ち出された｡

土地改革

･優良種子の導入

･農作物の涜通機構と信用機構の改正

･小規模自作農に対する肥料の補助金制度の導入

マラウイ国の農業政策のもう一つの杜は｢農業部門の民営化による再編成+で､その中心となるのが農

業開発詫通公社(ADMARC,AgriculturalDevelopment and Marketing Corporation)の民営分割化であり､すでに

実施に移されている｡

マラウイ国経済開発の成否は､近代部門と後発部門により構成される二重構造とその不均衡を､後発部

門の近代化により､いかに解消するかにかかっている｡これには後発部門を構成する小規模自作農対策支

援によって生活水準を引き上げ､貧困を克服することが不可欠となる｡政府は､ 1980年代の末まで､タバ
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コ､砂糖､綿花などのエステート農業を優遇し,その発展のもとに農産物の輸出振興を図り,国家財政､

貿易収支を改善しようとした｡そのため,それまで小農に供与されていた営農資材(特に肥料)への補助

を1980年代中頃から段階的に廃止し､農業開発流通公社(ADMARC)の辺境買上げ資材供給センターの廃

止,メイズ買上げ価格のシーリングなどを施行する一方､タバコ､砂糖などの買上げ価格を上げて増産を

図ってきたoまた､エステ-トは肥沃で安い土地､労働力､敵資､食糧､資機材を小農に比べ優先的に受

けてきた｡これにより,小規模自作農は生産を縮小せざるを得ぬ状況となり,干魅･社民涜入と重なり､

マラウイは1980年代から食糧輸入国になった｡その後､マラウイ政府は､過度の価格自由化,エステート

に対する依存過剰､輸出作物偏重の弊害に気付き､メイズの買上げ価格の上昇政策,肥料･種子への補助

率増加政策などをとりつつある｡

2. ADMARC農産加工開発計画

2.1 計画の背景

マラウイ農業部門は小規模自作農による食用作物生産とエステート農業による輸出向け換金作物生産に

大別される｡これら伝統的な作物生産に比べ,野菜類生産は未だ初期段階にある｡首都リロングウェ､プ

ランタヤ等都市部では果菜類の需要は急速に伸びており､トマト､たまねぎ､馬鈴薯､キャベツ等の主要

な野菜栽培が行われており､首都リロングウェ周辺ではピーマン､アスパラガス,サヤインゲン､なすの

他､カボチャ,レタス､中国原産の軟菓野菜が生産されている｡マラウイ南部のプランタイヤADD及び

ンガブADD域内では､マンゴー,パパイヤ等の果実類の生産が盛んである｡これら果菜類の多くは部落

内の市場や路上に並べられるが､一部では民間仲買人(多くは運送業者)が生産農家から直接買い上げ,

プランタイヤ､ゾンバ等の都市部へ出荷している｡

マラウイにおける果菜類生産は､政府による生産調整ができておらず､試験研究,農業普及の支援組織

体制も未だ脆弱である｡また農業省が全国規模で実施している小規模農家金融組合(SACA)を通して調

達可能な生産投入資材は穀類､豆類､油脂作物､馬鈴薯が主で,果菜類用の優良種子､肥料,農薬等は調

達できない.果菜類の価格(floorprice)は､ ADMARC及びその関連機関が買い上げる穀物及び輸出向け

換金作物と異なり､政府は統制下にない｡果菜類の価格は,一般に出荷時期あるいは品質差による高低が

付けられているものの､収穫最盛期には値崩れを起こし､農家の生産意欲を後退させている現状である｡

マラウイの主要農作物は､ ADMARCの流通施設(SeasonalMarkets
I Unit Ma血ets - Parent Markets -

RegionalOffice/Depo()を経由して集出荷されているが,果菜掛ま市場流通に係る体制及び施設が極めて未

整備な状況にあるため,適時に収穫物が出荷できず,腐敗/投棄することも多い｡このことから､

ADMARCはプランタイヤADD及びンガプADDにおいて､特に生産量の多いトマトについて､ケチャップ
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及びピューレへの加工を検討中であるo

2.2 計画の概要

本計画の目的は,プランタイヤADD内､ムランジェに位置するADMARCCamingCompar)yLimitedに､

ケチャップ及びピューレの缶詰･瓶詰め加工施設を設立することにある.今プロジェクト･ファインデイ

ング調査に置いては､加工製品の需要及び市場性を詳細に調査･検証することができなかった.計画策定

に当たっては,加工原材料の調達,加工製品の需要と市場性を充分に検証する必要がある｡

2.3 協力への展望

マラウイ政府は､ 1990年3月以降､国営企業の民営化を進めており､穀物の収穫後処理を行なっている

Grain and Mi)ling Company Ltd (Gramill)及びNationalOil lndus由es Ltd (NOm)を1992年に資本の大半を

民間企業に売却している｡本計画への協力に先駆け､対象国営企業の民営化について充分な調査･検証を

行う必要があるc また,マラウイ政府による民営化の急展開の行方を見定めた上で､我が国の援助協力の

方向性決定する必要があろう｡本計画に対する今後の具体的な協力は､上記民営化の結果を見定めた上

で､再度ADCAプロジェクト･ファインデイング調査を実施し,本計画実施の詳細な準備を進めること

になろう｡
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図-1 マラウイ共和国概略図
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付属資料

1.調査行程表

2.面会者リスト

3.資料収集リスト

4.現地写真集



付属資料- 1

調査行程表

日順 月日 起点･経由地 滞在地 活動

1

2

3

4

5

6

10

3月5日(金) 東京

6日(土)

7日(目)

8日(月)

9日(火) ナイコヒー

10日(水) 榊カ

Il°(木) リロンク●ゥェ

12日(金)

13日(土)

神山:成田空港出発@ACO8)

ナイロと' 神山:ナイ批●到着

水島･-忠:ナイロヒ●にて合流

ナイ叱◆ 調査工程打合せ

ルサカ

ルサカ

叩ンク●ゥェ

7`ランクイヤ

7一ランタイヤ

7●ランクイヤ

14日(日) 7◆ランタイヤ リロング●ゥェ

15日(月) l)ロH'ウエ ハテレ

神山･ -恩:サ●ンヒ●7へ出発(QZml)

日本大使館･ JICAへ表敬訪問

神山:マラウ/･叩ンク●ゥェへ移動(QZ562)

-恩:ナイロ巳●へ移動

JICAへ表敬訪問

7●ランクイヤヘ移動

A上)MARCへ表敬訪問･日程打合せ

ン方17◆ADDにて資料収集

ADMARCハ●ンク●ラI f'恭一視察

ADMARC Invest. Holding Co.訪問

シレ河流域視察

(sucOMA､ Kasinthula藩政地区)

ADMARC Cold Storage Co.訪問

叩ンクーゥニ-移動

神山:シ◆ンハ◆7-ェ･ハラレヘ移動(QM145)

水島:ナイロヒ●よりハラレへ移動



付属資料-2

面会者リスト

1. Minls打y Of Agriculture

Mr. M.J.K. Mughogho Assistant Chief Economist, Planning Division

2 ･ Agricul山ralDevelopmentand Markedng Corporation

Mr. E.B. Salifu Deputy GeneralManager

Mr. D.S. Sankhani Ma=ketirlg Services Controller

Mr･ R･E･ KapltO Bangula Depot Superviser

3. ADMARC bvestment Holding Company

Mrs. E. Kazemt妃 Manager

4. Cold Storage Company Limited

Mr. ち.D. Njowe

Mr. M.L. KamthurLZi

5.在ザンビア共和日本国大使館

小原 柿平 氏

古賀 達郎 氏

鈴木 幸久 氏

6. JICAマラウイ事務所

金井 盛- 氏

三次 啓都 氏

6. JICAザンビア事務所

神谷 弘司 氏

Chief AccountanVCompany Secretary

Chief Engineer

一等書記官

二等書記官

専門調査員

事務所長

事務所貞

事務所長



資料収集リスト 付属資料- 3

(一般)
1. Statement of Development Policies; 1987 ･ 1996

2. Manual on Storage Management and Quality Control; FAO Aug･ 1988

3. Statistical Year Book 1987



現場写真集
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ガーナ共和国編

アシヤマン地区モデル港離間発計画

既存小規模藩概地区改修計画



lII.ガーナ共和国編

1. 背 景

1.1 国土と人口

(I)国土･気候

ガーナ共和国は､ギニア湾に面する西アフリカ諸国の一つで､南緯4度44分-11度11分､東経1度12分-

西経3度15分に位置し､北のブルキナファソ､東のトーゴ,西の象牙海岸と壊するo 国土面積は238,533

km2で我が国の国土の約2/3に当たる｡ガーナは､年降雨量に基づく下記の6農業生態ゾーンに分けられ

ている｡ (図-1)

表-1農業生態ゾーンと降雨量

農業生態ゾーン 降雨量(mm)

熱帯雨林帯

落葉森林帯

移行帯

沿岸域サバンナ帯

ギニアサバンナ帯

スーダンサバンナ帯

Rair】Forest

Deciduous Forest

TraEISitionalZone

CoastalSavanna

Guinea SavaJlna

Sudar) Savanna

2,200

1,500

I,300

800

l,loo

l.000

サバンナ帯は国土の北半分および沿岸域の一部を占め､一般に平坦な地形を有する｡標高は概ね0-150

mにあり,わずかに最高1,000mのアクワヒ○ム.トコす山腹がアクラ北方よりトーゴ国境付近にのびている.熱

帯雨林帯及び落葉森林帯は国土の南西部にあり､一部に侵食の進んだ断層崖や狭谷が見られるが､一般に

濃やかに起伏した地形を有する｡

ガーナは熱帯性気候に属し､その気象は,サハラ砂漠から吹き寄せるハマターン､ギニア湾から吹き上

げる湿気を含んだモンスーン､西南貿易風の影響を受ける｡年平均降雨量は熱帯雨林帯が最も高く(

2,200mm)
､沿岸域サバンナ帯で最も低い(800mm) ｡年平均気温は26-33℃であり､

2-3月に最高､

12-1月に最低となるが､沿岸域では8月に最低気温となる｡一般に南から北に向かうにつれて日射量は上

昇し,年降雨量が減少する｡雨期は地域により異なり､南部で年二臥北部では年一回である｡

(2)人口･行政区

ガーナの行政地域は､全国を10州(Region)に区分し､さらに110県(dis由ct)に分割しているo主要な部族

は､ガ族,エペ族､アカン族で､公用語である英語の他,アカン語､トウイ語､フアンティ語等各種族譜

を使用している｡
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1984年に実施した人口センサスによればガーナの総人口は12.296.081人で,この68%は農村部に居住す

る｡人口密度は全国平均で52人位m2である.また総人口の内, 14歳未満が46%､ 15-64歳が50.8%であ

る｡ 1970年-1984年における平均人口増加率は年2.6%であり､ 1992年には15,329,000人に達すると予想さ

れている｡

表-2 ガーナの人口分布(1984年センサス)

州 人口(人) 面積o(m2) 人口密度(人km2)

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

ち.

9.

10

Westem

Cenral

Greater Acaa

Ea5tem

VoJta

A shan°

Brong Ahafo

Nor山ern

Upper West

Upper East

1,157,807

1,142,335

1,431,099

1
,680,も90

],2] i.907

2,090, 1 00

1,206,608

1,164,583

438,008

772,744

23,921

9,826

3,245

19,323

2D,570

24.389

39,557

70,384

1 8,476

8.842

48

ll(～

441

87

59

86

31

17

24

87

全 国 12,296,081 238,533 52

首都アクラ市はGreaterAccra州にあり人口は867.459人で､以下クマシ市(376,246)､クマレ市(z35.953)､

テマ市(loo,052)が主要な都市である｡

1.2 社会･経済

ガーナ経済の最大の特色は､ココアの生産と輸出に依存するモノカルチャーの体質にある｡ 1957年の独

立以来､政府は､この体質からの脱皮を図ったが､強引な工業化政策は失敗し,同国経済の長期低迷が続

いたo政策実現の失敗に加えて､ 】970, Ⅰ980年代の天候不順と干庖は,同国経済に大きな打撃を与えてい

る｡ 1970年代のGDPの実質的な伸びは年平均o.2%に留まった｡ガーナ政府は､ 1980年代に入って経

済再建4ケ年計画(1983186)
､同3ケ年計画(1986-88)を発表し､経済再建に取り組んだ｡

1984年

以降､天候の回復とともに同国経済は上向き､ 1984-1989年の平均GDP伸び率は5.3%となっているo

ガーナの主要産品は､ココアに加えて木材､金､ダイヤ､マンガン等で､総輸出額に占める割合は､コ

コアが60%､金が20%を占めている｡主要輸入品目は､機械､石油､工業製品､食糧品等である｡

1.3 農業現況

ガーナの農業生産はGDPの50%､総輸出衝の70%を占め､就業人口の66%以上がこれに従事している.
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また人口のおよそ80%は直接･間接に農業にセクターに依存しているo国土面積238,537 km2の内30,000

km2が耕地として利用されているが､澄渡面積は約7,000 haにすぎない｡ 1970年代および1980年代､経

済政策の失敗と2度にわたる(1975-77.1980-83)干魅の影響により農業生産は大きく落ち込んだo し

かし､ 1990年代に入り､やや持ち直したといえる.衣-2に主要食用農産物生産の推移と1992年現在

の作付け面積を示す｡

衣-2. 主要食用農産物生産の推移 (単位: 1,000トン)

生産量 1992年栽培面積

主要食用作物 1970 1980 1990 1991 1992 (1,000ha )

メイズ

ソルガム

栄

ミレツト

ヤム

ココヤム

キャッサバ

プランテ-ン

482 354 553 932 73 1 607

1 86 156 136 241 259 307

49 64

141 136

909 525

1,136 848

2,388 2.896

1,641 931

81 151 132 80

75 112 133 210

877 2,632 233 1 224

815 1,297 1,202 196

2,717 5,702 5,662 552

799 1,178 1,082 157

1.4 国家開発計画

1957年の独立以来､ガーナの経済成長にとって農業セクターは重要な役割を果たしてきた｡これは主と

して豊かな土地･水資源と人的資源に加え､独立以来､水力発電を優先的に開発してきた結果､他のアフ

リカ諸国と比べ農村電化が進んでおり,ポンプ藩政,農産加工が導入しやすい環境にあることによる｡し

かし,独立以来の経済政策の失敗と早魅被害により1983年の農業生は大きな打撃を受けた｡

ガーナ政府は,農業の重要性に鑑み､ 1983年に経済復興プログラム(ERP)を策定し､農業生産に高い

優先度を与えた｡政府は､同プログラムの中で､ガーナの主要な輸出農産物てあるココアの生産強化､食

糧自給率の向上､穀物の生産増強等を柱とする農業政策を打ち出した｡さらに1990年2月､ガーナ農業省

は､世銀の助言を得て農業開発中期プログラム(MTADP)を策定し､経済構造の欠陥を克服し､生産性
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の回復を目標とする中･長期政策を示した｡

MTADPに掲げられた政策目標は以下の通りである｡

一食糧安全保障

一農村地域における雇用機会の創出

一度産物輸出入金額の均衡化

一農業部門と工業部門の結合

一農業分野の成長と釣り合いのとれた地域開発実施

MTADPは,上記目標を達成するための61の事業を設定し､各事業の目標､ 1991-1995年までの施

設､経費等の年次計画を示唆している｡ 61の事業に係わる事業費として1.397.6億セデイ- (約4億7千万

ドル)が計上されている｡

2. アシヤマン地区モデル港概開発計画

2.1 計画の背景

ガーナの潅就農業開発は, 1960年代に開始され､主に面積100-2,500haの小･中規模港概開発事業を

先進諸国の援助のもとに実施してきたoガーナ政F酌ま､同国の藩政開発事業の維持･運営と新規開発につ

いて､ガーナ港概開発公社(Ghanalrrigation DevelopmentAnthority : GIDA )にその責務を持たせているo

GIDAは､現在全国18ケ所､約7,0001Ⅵの港耽事業を運営しており､米をはじめとしてトマト､タマネ

ギ､オクラ等の野菜類を栽培しているガ,事業の開始以来約30年を経た現在､藩政施設の老朽化と推持

管理作業の不備に起因する生産性の低下が顕著となってきている｡加えて､先進営農技術の普及の遅れ,

農業支援活動組織の不備､事業管理に関わる人材の不足等の問題が顕在化している｡

1986年､世銀はガーナ政府に対して､既存藩故事業の管理体制の改善と港概施設の改修が同国の藩政･

農業開発の当面の課題であるとの勧告を行った｡ガーナ政府は､同勧告の内容を主軸とした中期農業開発

計画(MTADP)を策定し,西暦2000年までの10年間の開発目標を既存港故事業の改修･拡充に置いて

努力を始めている｡

GIDAは､ MTADPの一環として､ 1990/91年､全国小規模藩政開発プログラム(NationalSmal1Scale

IrrigationProgramme:NSSIP)を起動し,その中で既存藩概事業の調査･検証を実施したo その結果､現

行事業の多くは､事業存続と将来の事業拡張のために､液概施設の改修･拡充が急務であるとして､改修

事業に着手しようとしている｡一方､ GIDAは､我が国の技術協力(JICAミニプロ､専門家派遣)により

港概農業技術の普及とGIDA職員及び地域農民の教育訓練を目的とした藩政開発センター(Irrigation

DevelopmentCenter:IDC)を首都アクラ近郊のアシアマン港概事業地区に設置したoガーナ政府は､現在
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同センターの拡充により､同センターを全国の港故事業管理者の教育･訓練と港概･営農技術の普及の核

とすることを企図している｡さらに,老朽化の目立つアシアマン養親事業地区の施設改修･拡充を実施

し､ IDC活動のベースとするとともに､今後進めて行く全国の既存小･中規模荘故事業施設の改修･拡充

作業の手本とすることとしているc

2.2 計匝jJの概要

本計軌ま､ IDCの施設改修･拡充と同センターの活動の場となっているアシアマン港耽事業地区の港

概･農業関連施設の改修･拡充を実施することによって､同センターの重責である瀧叔･営農技術の普及

と養親事業管理者の養成活動を円滑且つ効果的に推進するものである.

本計画の内容は以下の通り｡

(1)
､アシアマン港耽事業施設改修･拡充

洩存潅概地区135 haの改修及び41 haの拡張にかかわる港耽施設の改修工事･新規建設工事

で､アシアン･ダム取水施設改修､幹支線用水路改修･延長､排水路改修､農道改修･整備を

含む｡

(2) ､ IDC施設改修･拡充

IDC施設改修･拡充は､建屋(事務所棟､講義棟､実験室､研修生宿舎,機械センター､倉庫

等)の改修･新設､営農訓練施設(籾乾燥場､精米機場等)の改修､及び農業関連資材の調達

よりなるo

(3)
､事業費

本計画実施に係わる事業費は以下の通り｡

1)建設費

2)機材調達費

3)設計･監理費

合 計

1
,446,546,000円

115,000,000円

156,154,000 P]

1,717,700,000円

2.3 協力への展望

本計画に関連し､ソフト而における我が国の技術協力がミニプロ･専門家派遣という形ですでに開始さ

れていることから､施設改修･拡充というハード面における援助協力の実施が早急に望まれる｡本計画の

毛要性､ガーナ政府内における実施優先度の高さ､上記ソフト面での既援助･協力に対する支援等から､

実行速度の早い我が国無償資金協力のもとに､本計画の推進を期待したい｡
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3. 既存小規模藩政地区改修計画

3.1 計画の背景

ガーナの港概農業開発は､ 1960年代に開始され,主に藩政面積100-2.500haの小･中規模港敢闘発事

業を先進諸国の援助のもとに実施してきたoガーナ政府は､同国の澄渡開発事業の維持･運営と新規開発

について､ガーナ直概開発公社(GhaJlalrrigationDevelopmer)(Authori(y: GIDA )にその責務を持たせてい

る｡ GIDAは､現在全国20ケ所､約7,000haの港概事業を運営しており､米をはじめとしてトマト､タ

マネギ､オクラ等の野菜類を栽培しているが､藩政農業開発事業の開始以来約30年を経た現在､港概施

設の老朽化と維持管理作業の不備に起因する生産性の低下が顕著となってきている｡ガーナ政府の掲げた

中期農業開発計画(MTADP)の中で､ GⅡ)Aは,全国小規模港親閲発プログラムを策定し､ 1991年より

10年間の開発日標を既存藩政事業の改修･拡充に置いた｡さらに､同公社の管轄になる20の既存小規模

蘇敵手業の内､特に老朽化が酉告く改修が急がれるもの､あるいは事業拡充によって事業効果が大きく期待

できるもの9事業を選定し､改修･拡充の早期実行を目指している｡

3.2 計L[hjの概要

本計由は､下記の9事業の改修･拡充に開発の視点を置き､開発の実行に向けて各々の事業の開発計画

を策定するとともに､開発優先順位の設定等9事業全体の開発計画を策定するものである｡

事業名 親行潅親面積(ha) 拡充後港洗面積 (ha)

アベイメ潅蔽事業

アフィフェ潅概事業

アマテ藩概事業

アクマダン港政事業

ボンタンガ港故事業

クバンド･ト-コ-潅故事業

マンケッシム港概事業

タノソ藩政事業

ウヱイジャ港政事業

80 280

800 880

100 300

175 730

486 486

40 400

12 320

150 150

109 1,500

合 計 1.952 5,046
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3.3 協力への展望

本計画は,対象となる9事業について技術的･経済的観点よI)各々の開発実施安当性の検証と評価を行

い､ 9事業全体としての実施計画を策定するとともに､特に優先度の高い開発事業について詳細な開発計

画を立案するものである.従って､我が国の開発技助の内､技術協力によるマスタープン調査(第1ステ

ップ)と引き続き実施するフィージビリテイ･スタディ調査(第2ステップ)の組み合わせによる協力が

適当であろう_｡
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国1ガーナの農業生態区分と農業関係試験織閑の分布
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l.アシヤマン地区モデル藩政開発計画無償資金協力要請状(莱)
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The Application Form for Japan-s Grant Aid

Applicant :

The Goverr:ment of the

Republic o王 Gbana

Pro3eCt Title:

Ashiaman 凹ode1 Irrigation Scheme

Developmen亡 ProコeC⊂

Economic Sector:

Agriculture

Developmen亡

Projec亡 Type:

1. Irrigation facilities construction

2. Building works

3. Equipmeユt Supply

Total Project Cost: Yen 1.717′700,000

(us$ 16.05 million at US$ 1 = Yen 107)

Responsible Minis亡_T

/Minisこry requeS亡ing 亡he aid).･

rmplemenEing Agency

(Agency in charge of execution of the

project) :

Gbana =rrigation Development Authority (G=DA)

工. ProコeCt Descr土p亡土on

1. Background (please describe in detail)

く1) Current Situation of the Sector

Agriculture plays the pivotal role in the

Ghana realizing the significant contribution

50% of Ghana's GDP,･ 70% of merchandise

overall economic growth of

亡○ 亡he econom土c 土ndlca亡orS;

export; 66% of the total

employment of the nation,s =abour force･･ 80! of livelihood of national

popula亡1on.

The agricultural sector was in decline since the late 1960s until the

Economic Recovery PrograⅢne (ERP) was launched in 1983･ ○ver亡he period

from 1984 to 1989,亡he successful performance was made wiヒh high G工)P

grow亡h, i.e. 5･3% per year, of which a large part was brough亡 by 亡he

sec亡or, i.e. appropriate structural changes of Minis亡ry Of Agrictl1亡ure

(MOA) , timely fan inputs supply, good weather, etc･

In order亡O consolidate such a pas亡performance,
MOA launched亡he 10-year

Medium Term Agricultural Development Prograrnme (凹TADP) for こhe period

from 1991亡o 2000, in.which the following key policies are seこ Ou亡･

(a) to prc)vide food security for all Ghanaians by way of adequate and

nutritiona11y balanced diets at affordable prices･

(b)亡o crea亡e rural employmen亡 OppOrこunl亡1es 亡O reduce rural

unemp loymen亡.

亡O genera亡e foreign exchange亡hrough export promotion of cash crops

and 亡1mber;import subs亡土亡u亡土on (rice′ palm oil and co亡亡On) and

(c)

export diversification (horticu=ture･ rubber･ coffee and tobacco) and

亡bereby lmprove亡be balance of payments

(a) to provide raw materials for industrial development

(e) to promote balanced regiorlal developrrLent

Although crop production is being intensified based on improvemerlt Of

farming techniques and fa- inputs' rainfalls and its erratic
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distribution are ＋^e major
factors which affect crop production of Ghana･

Although the land resources of Gヒana are erldowed. the productivity of the

crop subsector can not be improved without irrigation in most parts of

ヒhe coun亡ry, particularly i.コ ヒbe northern and coastal reglOnS･

Irrigation started in the early 1960s ar･d =10W under control of Gha=la

Irrigation l〕evelopment Au亡horiこy (G=DA). By obtairling the 亡echコical and

financial assistance from various donors irlCludi.1g USSR, China, Taiwar1,

Japan, South Korea, North Korea, West Germany, FAO and EEC･ G=DA has

constructed and managed the small and medium scale irrigation projects

with the services areas ranging from 100 ha 亡o 2,500 ha at 18 1ocaこions

covering 7,000 ha in亡○亡a1亡hroughout ヒhe cく⊃un亡ry･ The crops grown under

the prc)jeCtS are rice and vegetables, i･e･ Coma-toes, Onions and okra･

After three decades since embarkation of the irrigation projects, G=DA

currently facing such constraints as low productivity･ deterioration

irrigation faciliこies, insufficien亡 main亡enance, OVer-Staffing of

proコeC亡s. weak linkage w土亡b lns亡土亡u亡土○コal suppor亡 servlces,

basis of a World Bank-s review of irrigation subsector
in

recc)mme=lded 亡o concen亡rate on improving the managemen亡 and

existing schemes before embarking on ヒhe development c'f any

This recommerlda亡ior. was incorporated in亡o MTADP as main

irr二ga亡ion development of Ghana irl a Period be亡ween 1991 and

e亡c. On

1986. G工DA

opera亡土on

土s

of

亡he

亡be

ls

o王

new schemes.

strategy
for

2,っOO.

=n collaboration with the World Bank, G=DA carried out the further study

oコ the exis亡ing irrigation schemes includirlg Akudaman, Tanoso･ Kpando-

Torkor, Welja and Amate wi亡hiユ the framework of Naヒiona二 Sma11 Scale

=rrigation prograrnme くNSS=P) in 1990/91 irl line wi亡h HTADP･ As a reSulこ･

iヒis concluded 亡hat 亡he mos亡 Of existing proコeCtS need 亡he urgen亡

rebabiliヒa亡ion 亡o sustain the projects and 亡he expansioユ Of irrigation

areas to exploit the maximum benefit of the projeCtS･

工n para11e1′ Irrigation Development Cen亡re (IDC) was established a亡 こ'-1e

Ashiaman about 30 km from Accra in 1993 under the Japar_ese Technical

cooperation Programme･ The =DC aims at improvement of [he productivity

of irrlga亡ed crops by streng亡hening research and trair=ing activities in

order to develop irrigation farming techniques suitable
for the local

condiヒions of Ghana and to 亡ransfer 亡hese こeChniques 亡o the proコeCt Sこaff

ar-a farmers･. =t is expected that the =DC would play the nucleus role
in

the Ghana's lrrlgation sub-sector.

(2) Problems to be solved in the Sector

The following problems are prevailing;

(a)

(b)

(c)

(d)

Low prOduc亡ivi亡y in the existing small-scale irrigation proコeC亡s

due mainly to deteriorated irrigation and drainage facilities

工nefficieコt ability and skilfulness

management

Inadequate faming techriiques of the

weak linkage between the G=DA

agricultural suppor= services, i･e･

in the G=DA staff for project

famers under 亡be G二っA pro]eCこS

and 亡he ocher agencies for

crediこ′ fam inpu亡S Supply

(3) Necessi亡y and Impor亡ance of Improvemen亡in the Sec⊂or which lead亡o亡he

formulation of the Project

(a) To establish a model rehabilitation project among the existing

small-scale lrrlg.a亡土on

rehabilitation work.

(b) To strengthen irrigation

improvement of farming

ability of the G=DA staff

projeCtS Whicl:1 have urgent needs of

research and sこaff 亡rain土ng activiこies
for

technology and enhancemen亡 Of marlagemenこ

and opera亡ors
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(4) Relations between the Sector and the ProJeCt

Rebabili亡a亡ion of 亡he existing small-scale irrigation proコeC亡s is one of

the main issues of the irrigation sub-sector in Ghana before development

of new schemes. The Project is expec亡ed no亡 Orlly to improve ヒhe old

facilities of 亡he Ashiaman proコeC亡 but also 亡o provide a model corlCepこ Or

a s亡andard of rehabilitation works ヒo be applied 亡○ 亡he other on-going

pro:ects. =n addition, the Project aims at strengthening the research

and 亡raining facilities under こbe on-going J=CA-GIDA =rr二ga亡ion

Developmen亡 Cen亡re (工DC). A亡 亡be IDC′ 亡be rice research will become more

comprehensive and亡he more qualified trainiコg Of irrlga亡ion farming will

be provided to the G=DA staff and farmers from the Ashiama:1 ar･d oこher

pro]ects. The ProコeCt Will largely contribute to irrigation sub-sec亡or

o=- Ghana for both aspects of engineering and management abilities･

(5) Reasons t4,hy JapanJs Grant Aid is reques亡ed for亡his par亡icular ProjeC亡

Japan has been successfully rerldering 亡o Gbana tbe こeChnical and

finarlCial assistance
in irr.plemen亡ing several agriculヒural proコeC亡s such

as Aveyme, Nasia e亡c sirlCe mid-1960s･ Throじgh ヒhese pro〕ec亡s･ Japan has

accumulaこed knc)wledges arid know-hows on 亡he agricu1こural developments in

Ghana. These accumula亡ed krlOWledges and know-bows combined wi亡h Japan's

advanced ヒechnology in irrlgaこion a=-a drainag･e developmenこ Wi11 surely

lead 亡he Projec亡 亡o a Success.

2. Objectives and Ou亡1ill_e Of the ProjeC⊂

(i) Objectives of the Project

(a) Rehabilita亡ion and expansion of 亡he Ashianan =rrlg-ation ProコeCt for

its full development of 176 ha consisting of 135 ha to be

rehablllこa亡ed and 41 ba ヒo be expanded

(b) Reinforcemerlt Of che =rrigation Development Centre (IDC)

(2) Outline of the Project (Please give a full description of each facility

and equipment and their detailed specifications)

:. Irrigation and Drainage

(a) =mprovement of intake

(b) Rehabili亡a亡ioコ(3,425

canals for both right

Facil土亡ies

faciliこies of こhe Ashiarr.an Dam

m) and exterlSion (1,400 m) of main irrigation

and left banks

(c) Rebab土1土亡a亡1on (8′600 m) and ex亡enSlon (2.400 m)

(d)

(e)

工工

(a

(b

(c

(d

(e

(f

(g

(h

(i

irrigation canals

Rehabll土ヒa亡1on (2.300 m) of main dralnag.e canals

Rehabil土亡a亡1on of farm roads (19′400 m)

Buildings

office building (430 m2)

Training and lecture rooms (280 m2)

Laboratory (310 m2)

Acc｡moda亡土on for亡ralnees (490 m2)

workshop (200 m2)

Farm machinery store (150 m2)

Grain storage (150 m2)

Draying yard (300 m2)

Experimenヒal rice mill (100 m2)

of lateral
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Ill. parking and other related facilities for buildings

=Ⅴ.

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

Equlpmen亡s Supply

Office equlPment3

Farm Machinery

1
60 HP tractors (2 units)

-
A亡亡acヒments for 60 HP trac亡ors

I
Hand tractors (3 units)

- A亡こaCbmenこS 王or Hand 亡rac亡ors

Labora亡ory equlpmen亡s

O & M Equipments

- vehicle with 4 Wheel Drive (1 uコi亡)

-
?ick-up (2 units)

-

Motor bicycle (10 units)

-
o.7m3 Back-hoe (1 uni亡)

-
3亡on Dump 亡raCk く二 unl亡)

- 3.5m凹○亡or grader (1 unit)

-
0亡bers

lns亡runen亡s 王or me亡eO-S亡a亡土cn

(3) LocaEion plan of each Facility and/or Equipment

See Attachment-1.

(4) Cost Es亡ima亡es (Please describe in de亡ail all the premises on E4'hich the

cost estimates are based such as basic unit prices, inflation rate,

forelgn exchange ra亡e, and so oェ･ Please attach detailed亡ables of

estimated costs of each facility and item of equipment. Zf estimated
in

local currency, please mention the la亡es亡 exChange rate of the currency

to the U.S. dollar or the Japanese yen.)

The premises for cos亡 es亡imaこeS are aS follows;

a) unit costs of respective works are estimated at price and wage levels

prevailing in Ghana as of凹arch 1994･

b) Construction and installation works will be carried out by a foreigrl

con亡rac亡or.

c) Taxes and duties on cons亡ruction materials and equipmen亡 ヒo be

imported 王ごOm abroad are exemp亡ed･

The cos亡 eStimate of 亡he ProコeCt is given in Attachment-2･

3. Benefit, Effect and Publicity of the Project

(1) Population that will benefit directly from the project

Farmers under 亡be Ash土aman projecこ(abouこ
200 households)

(2) Population that will benefit indirectly from the project

Farmers aroundヒhe Ashiaman projecヒ and all the famers under the GIDA

projec亡S (no亡1ess 止an lD′000 households)

(3) Area that will benefit from the project

Asb土aman. Tema D土s亡r土c亡. Grea亡er Accra ReglOn

(4) Economic and Social Effects of the Proj'ect (Please describe in detail)
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=n line with the long-term s亡ra亡egy Of rehabili亡a仁ion of the

irrigation proコeC亡s,二he ProコeCt Would con亡inue 亡o con亡ribute

irrigation sub-secヒor of Ghaコa PrOViding demonsこra亡ion effects as

scheme and research/training ex亡ending 亡o not only Ashiaman bu亡

○亡bers as a whole.

existing

亡○ 亡he

a model

also 亡be

The direct benefits of the Projects are:

- =rlCreaSe arこd sこabilizatioコ Of paddy yield from 4 tons/ha from 5

tons/ha resulting in improvement of farm income of farmers

-
=ncrease of number of prc)jeCt beneficiaries from 120 households to

some 150 by expansion of irrigation areas, i.e･40 ha

-
=ncreased employmen亡 cpportuコi亡ies in and around ヒhe proコeCt area

(5) Publicity (How many people are expected co notice the benefit or positive

effec亡 of亡he projeC亡implemen亡ed wi亡h Japan's gran亡 aid when i⊂ is

completed?)

a

b

C

d

Farmers : G工DA and o亡bers

Ministry of Agricu1ヒure/Universiヒy/Research

Agricultural business and industries

Consumer s

Total

50′000

工ns亡土ヒuこe/○亡bers 20′ 000

1C,000

1′50C′000

2′303′000

4. Request to Other Donors

(1) Zs there any request made to other donors for assistance closely relaEed

to this project?

1. Yes 2. BLQ

(2) Zf yes, please fill in below=

(i) Name of the donors,I

(ii) Title and outline of the assistance7

(iii) possibilities that the donor will extend the assistance requested7

(iv) zn the case ･dhere other donors do not ex亡end assistance, please

describe in detail appropriateness and effectiveness of this

proゴec亡/

(Ⅴ) rn 亡he case where other donors ex亡eIユd loans, please describe the

reason t4(hy Japan･s Grant Aid is reques亡ed for the projeC亡･
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5. Priority

(please describe priority of this Project among other projects for which

requests are made to Japan)

The Government of Ghana has given the first priority to rehabilitation

of the existing small-scale irrigation proコeCtS
in line with the World

Bankrs recorrmendation in 1986.

(please attach project list With priorities)

6. Ministry and Agency in
charge of the Project

(1) Outline of Zmplez77enting Agency (Please describe in detail)

(the Agency in charge of the execution of the Project)

Irrigation, Reclamation and Drainage Unit (=RDU) was established
ir1 1965

by expanding the authorities and responsibilities

and Soil Conservation Unit (LPSC) under MOA. =RDU

in 1974 to a department level of 出OA, which had

for promoting irrigation including studies

development. bu亡 exten51on and other suppo工七5 Were

departments of MOA. This demarcation of roles

resulted in inadequate
coordination

in irrigation

of Land and Planning

was furこber developed

broad responsibilities

and infごaStrtlCtural

a亡亡acbed to the other

and re5pOnS土bll⊥t土e5
development. Most of

二he pro〕ect activities concentrated on engineering, while the

agricultural aspects remaining were neglected.

The Goverrlment later recogrli2:ed the need to integrate eng=コeering and

agricultural functions to achieve the irrigation development
objectives

and established a semi-au亡onomous 土nst土tut⊥on. namely G工DA.土n Åpニュ1

1977･ G=DA adopted an integrated organizational structure･ =t consists

of a Boa工･d of Dlrector5, a Chief Executive, Departmen亡5 for Planning. and

Managementr ProコeCt Developmentr ProコeCt Operations( Administration and

Regional Offices. IDC is to be attached at the department level.
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(i) OrganizatioT) Chart of the Agency (in general)

(please mark the responsible department and division in charge of

the prcjeCt)

Ministry of Agriculture

Board of Directors

Chief Executive

Deputy Chief Executives

Office of Appraisal

and Audit

Ofrice of

Plannlng and

Managem eat

Deparbnent

or

Adm inistration

DepartJll ent

of

Projeci

Developm ent

Department

or

Prqj∝t

Operations

RegionalOffice

打ojectOffice

ⅠmigaLion

Development Centre

(please attach detailed organization chart pointing out the

responsible departmentr division and sections
in charge of this

projeCt)

(ii) Authorities and Dutie5 0f the Agency

i. Formulation of irrigation development plans for crop as well

as rural water supply including animal husbandry and･ fish

culture

ii. Execution of comprehensive prograrrmes for the effective use

of irrigated land in cooperation With other agencies

iii. Land use planning in irrigation development areas

(iii) Personnel (Please mention the nt)mber of staff, workers, and

employees of the agency and the responsible department/ division

and section
in charge of the Project)

Employees are e5tlmated at about l1320 people as o王1986. of wh⊥cb

180 are senior staff. Over 50% of the senior staff are involved

with engineering related activities1 30% with agriculture and the

remaining with administration.
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(iv) Budget (Revenue and Expenditure)

(rf mentioned in local currency, please mention the latest foreig7?

exchange rate of the currency to the U･S. dollar or the Japanese

yen) : IDA in 1992

Revenue

幽皇

Latest exchange rate

(2)

⊥出ユ

2,806 Mi11ion Cedi

.____+止⊥ニ⊥旦n+出土___

1ロSS - 392.5 Cedl土n 1992

oロ亡Iine of Supervising Ministry (Please describe in detail)

The
･Ministry

of Agriculture is responsible for supervision of all

activities of G=DA.

(i) Organization Chart of the Ministry (in general)

(please mark the responsible department and cuvision
in charge of

the project and implementing agency)

Ministry of Agriculture

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

Training and凹anpower Developmerlt Department

Crop Service Department

Plant Protection and regulatory Service Departrr･ent

Extens土○コ Serv土ce Depaごtment

Bast F土bre Department

Gra⊥n5 De∇elopment Board

Gbana Cotton Board

Fisber土es Department

An土mal且usbandry and Product土on

Agricultural Engineering

工rrlg･atlon Developmen亡 且utbor土ty

policy Planning Monitoring and Evaluation Department

Head Office

Total (出inistry)

2

2

3

1

13

45フ

435

SO〔)

928

450

450

365

521

145

501

691

222

50

751

(please attach detailed organization chart pointing out the

responsible
departmentr divisionr and sections in charge of the

project and implementing agency)

(ii) Authorities and DLIties of the Ministry

一

丁o supe工Ⅴ土se the G工DÅ-5 aCt土Ⅴ土t⊥es
-

To monitor projects irnplemented･ by G=DA

-

To provide fiコanCial support to G=DA

(iii) Personnel (Please mentiorl the number of staff, workers and

employees of the Ministry and the responsible
department′ division

and section)

Tota1 5taff

Respon5土ble section

General Manager

Senior Officer/Engineer

Officer/Engineer

Non-professional
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(iv) BLIdget (Revenue and Expenditure)

(rf tr7entioned in local currency, please state the latest foreign

exchange rate of the cロrrenCy tO the U･S･ dollar or the Japanese

yeJり

Revenue (Publlc 工.P.)

出皇

Latest exchange rate

⊥且9_i

23,405 t4i11ion Cedi

_______+まi⊥山皿__

1 USS = 392.5 Cedi in 1992

7. Preparation

(i) Project Site (Please attach photographs and maps of the site with the

various scales including that of 10,000=1)

(i) (a) Address Of the Site

=rrlgation Development Centre

Ashiaman =rrlgatiorl Pro〕ectr P.O･ Box 273r Ashiaman

Tema District, Greater Accra Region, Gharla

(b) Total Area of the Site

=rrlgated Area

Potential irrlgable area

Otber land

(Total)

155 ba

45 ba

100 ba

(300 ba)

(ii) Land Preparation

(a) To which extent ha5 the land been expropriated
for the project?

Land is owned by the Govemment Of Ghana･

(b)弛en will the expropriation of the land be completed?

Land is owned by the Government of Ghana･

(please attach the laws and procedures conce-ing the expropriation

of land)

(2) Electricity, Wate_,- St}pply( Telephone/ Drainage and Other Facilities

(please describe the extent to which above mentioned incidental

facilities have been prepared)

Electricity

Water supply

Drainage

でelephor】e

且va土1able

Available

Not ava土⊥able

Not available, bu亡 rad土o coⅡⅧunlcaヒ土on available

(3) rs there any infortDation′ 5tati5tics and data regarding geographica1′

geolog=calr meteorological/ oceanographical situations, etc･

(zf any, please attach those information)

No亡 avallable
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8. Capabilities of the Zmplementing Agency

(please describe the capabilities of the aget]cy to manager sustainr and

operate the project)

(1) Current Situation

(2)

(3)

The GIDA has been successfully nanaglng( Sustaining and operating the

irrigation projects throughout the countryl Which are similar
in nature

ヒo the Pご0コeCt.

Problem5 0f the Agency

-

Lack of funding to complete
irrigation projects

-
Lack of stills for project management and appropriate farming

technlques

rmprovemeDt Plan (Zf any, please describe in detail the contents of such

a plan that will enable the Agency to handle the proブeCt more effectively

and efficiently)

工n ordeご tO handle 亡he ProコeCt 皿Ore eff土c土ently.

assign foreign experts tO the Project tO trairl

provide key local staff with overseas trainings･

土t 土s

ユocal

des⊥rable ⊥) to

s亡af王 and l⊥)亡○

9. Operation and Management of the Project

(i) PersonDe1 (Please fill in the number of personnel)

currerlt When the Project is completed

supervisirlg Ministry (凹OA) 9( 584 9(584

=mplementing Agency (GIDA) 735 750

DlごeC亡1y Respons土ble Personne1 25 50

(zn the case of hospitalr research institutesr training centers' please

attach the functional personnel charts･)

N.A.

(rn the case where necessary personnel are not yet securedr when and how

this is to be done)

N.A.
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(2) Budget (Please fill in the budget in the below table)

(if mentioned in local currency, please refer to the latest foreign

exchange rate of the ct)rrency to the US dollar of Japanese yen)

(LTnit: Mi11ioコ Cedi)

3 years ago

く1991)

1 year ago

(二992)

ReveJl･Je Expenditure

When こhe

Now ProコeCt Wll⊥ be

(1993) Completed

(1997)

SじPerVisi亡g Mi.1is亡ry

ImplemeIlting Agency 30C)

Direct budget of the ProjeCt 71

NA 345 584

NA 50 15〇

(zn the case where additional budgetary allocation is needed for the

implemeDtation of the projeCtr Please answer the following queStion･)

(i) Has the additional budget been already alloc-ated?

1. Yes. 2. 出⊥

(ii) Zf no, how and ”,hen will the additional budget be allocated?

Additional budget will be obtained as soon as the Japanese

assistance to the Project is approved.

(3) Technical Abilities of Local Staff

(i) please describe technical abilities of local staff operating the

pro)ect･

The staff of the Implementing Agency (G=DA) are accustomed to the

operation of similar ir=1gation proコeCtS･ Roweverr systematic

training on prc'jeCt managementI Water management and rice

cul亡1vatlon 土s needed ヒo ralse the technical leveュ of the s亡af王.

くii) please describe in detail educa亡ioL]al background of those who are

in charge of the operation and皿anagement Of the facilities and

equlPLT7ent.

(a) three (3) have ”.Sc. in agronomy from UK and USSR

(b) f土ve (5) have B.Sc.

(c) six (6) have national diploma in agricultural science from

Ghanaian urliversity and certificates from various local

土n5亡1tutes

(a) six (6) are middle school graduates

10. List of Related Projects

(please fill in below if there is a project execロted by another donor

country or intemational organization in related areas･)

(1) Name of donor

EEC

(2) ProjeCt Title

Rehabilitation of Dawhenya =rrigation Project
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(3) Project Outline

(4)

Replacement of pumping facilities

Modification of dam embankment

Rehabilitation of irrigation and drainage works serving an area

of 244 ha including provision and repairs of water control

structures( lining of main canals( reconstruction of field

layoutsr construction of field drainsl roads and flood

protection.

ConsヒごuCt⊥on

drylng■ floor5

buildings and

professional

prov⊥s土○:1 0f

of additional office blocks, staff houses, rice

and extension of electricity to the existing

houses.

development and in-service trainir)g for staff

ag･ro-chem土cals′ fert土1土zeごS and farm macb⊥neごy･

Type of A55istance

(grant, loan, technical assistance, etc･)

Grant and technical assistance

(5) Project Period

8 years from 1985 亡o 1992

(6) Relations with this project

(rf there are many project, please attach a list of those projects

explained in the same way)

ll. Technical Assistance

(1) Eas technical assistance been extended to this Project?

(i) ヱ豊丘. (ii) No.

(2) r5 teCbnical assistance needed for the implementation of this project?

(i) ヱ巳邑. (ii) No.

(3) If DO, Please describe the reasons Why technical assistance
is not

needed.

(4) rf yes, please fill in below.

(i) Long-term experts (4 persons)

To be required for the fields of Irrigation Water出anagement, Rice

Agronomy( Soils arid Plant Nutrition and Farm凹echanization' and

工nsti亡utior】al Development for short-term assignment

(ii) Acceptance of trainees (10 persons)
To be required for the fields of 工rr=gation Water凹anagenent, Rice

Agronomyl Soils and Plant Nutritionr Fa皿J4echani2:ation

(iii) Project-type Technical Cooperatiorl

(rf needed, please describe the proposed project outline)

Technical assistance is required for initiation of the Project to

transfer the knowledge to the Ghanaian staff of GIDA.



(5)
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(iv) Japan Overseas Cooperation VoILZnteerS

(rf needed, please describe the proposed sector and related

information. )

To be required for the fields of rice agronomy in addition to farm

mechanization and envirorment/afforestation being dispatched.

(Ⅴ) DevelopD2eDt Survey PrograL7VrZe (Feasibility Stロdie5,- and Master Plan)

(rf needed, please describe the outline of the proposed development

sE}rVey Programme. )

Not necessary

Has aD Official request for technical assistance been already made?

(i)ヱ巳且. (ii) No.

(iii) Zf yes, please mentioned the date of the request.

The request was made for dispatch of additional experts for

irrigation engineering and soil/plant nutrition to the on-going

Mini-project Within the framework of =DC･

(iv) Zf no, please describe the reason why the official request has not

yet beeLl made.

(Ⅴ) when will the request be made to the且血bassy of Japan?

An official request will be made as soon as the Basic Design Of the

ProjeCt is completed.
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二王. Genera⊥ Development plan

1. Title of the Plan (Please attach the whole volume of the lates亡 general

development plan. )

Economic Recovery Prograrnme (ERP) in 1983

Medium Term Agricultural Development Prograrrme (凹TÅDP) 1991 - 200O

public Investment PrograrrLme 1992 - 1994 (three-year rolling)

2.

(1)

Economic and Social Situation

(please mention the basic statistics of economic fundamentals･)

GDP

us$ 5.3 bi11ion equivalent in 1987

(2) National rncome, Sector by Sector

385 m土111on Cedュ

(3) Unemployment Rate

45% of labour population 1980

(4) Znflation Rate

37% (1990)

(5) Growth Rate

Gross domestic product (GDP) in 1990 : 2･7 %

(6) Balance of international payments

7.6 b土11⊥on Cedュ (1987)

(7) Labour Population (as a whole, and sector by sector)

Total Populatlon

Population over 14 years old

12.20 mi11ion in 1984

about 50%

(8) Debt Service Ratio

25% (1992)

(9) Outstanding Debts

us$ 2.2 bi11ion

(10) Major Items of Exports and rmports aI]d their value

工mpor亡s (1986) : Fuel and lubricant

Machinery and transport･equlP･

Chem土cal products

O亡ber products

Foodstuff8

Total

Exports (1986) : Cocoa beans

Gold

Tirnbe r

Total

and live animals

US$ 7,604

US$ 5,322

US$ 1,895

uS$ 3,613

US$ 1,171

ロS$ 19,605

US$ 519

ロS$ 92

US$ 55

US$ 773

mlll土on

皿土1⊥⊥on

mll⊥土on

mllllon

m土111on

m土111on

m土111on

m⊥11土on

mllllon

m土1⊥土on
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(ll) Major Trading Partner

lmports (1988): UK (27･5%)( Nigeria (2416!)/ West Germany (12･5%),

Japan (6.6%), USA (6.3%)

E耳POrtS (1988): UK (27.5%). Netherlands (13･7%), Japan (13･1%). USA

(ll.1%), USSR (8.7%)

(12) Population and
its Growth Rate

Populat土on 土n 1984

Annual Average Growth Rate, 1970-B4

(13) Average Life Expectancy (Male and Female)

Male

Female

55.2 years

55.8 years

(14) Death Rate and Birth Rate

Death rate/1000 13.1

Birth rate/1000 44.3

(15) Hedical Structure

Phy5⊥c土ans

Hospital beds

12.2 m⊥11⊥on

2.6篭

1′900 at 1 per 6,640 persons (1984)

20.582 at 1/563 persons (1981)

In王ant mortality rate per 1000 l土ve b⊥rtbs : 90 (1985-1990)

(16) Ten Diseases most afflicting the nation

Malaria, Tuberculosisr Leprosy( Trypanosomiasis( Onchocerciaeis

(17) r11iteracy Rate (or Literacy Rate)

6B.4% (1984)

(18) Other data

工ncome US$ 390 per cap土亡a (1987)

3. Outline of the Plan

(1) Most Important Sectors in the Plan

Agriculture(出iningr 凹anufacturingr Construction and Trade

(2) Basic objectives of the Plan

(please describe iD detail the objectives
by using concrete figures･)

(3)

The policy framework for the period

How will the above-mentioned objecti∇e5
be achieved?

For the agricultural sectorl an intensive agricultural development

prograrrLme Will be irrtplemented.

(please Tnention specific projects and programme to achieve the

objectives. )
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to ensure adequate food supplies (energy and protein) for everyone at

reasonable prlce5

to reduce rural employment

亡o lnCreaSe

亡radlt土onal

亡radlt土onaユ

tobacco

to improve

foreign exchange earnings by higher production of

export cニOpS. i.e. cocoa and d⊥verslflcat⊥on ⊥nto non-

crop such as coffee, horticuLtロral crops, rubber and

agriculture
- indtlStrY linkages

to encourage balanced regional development

4. Whetz will the plan be executed and completed?

Economic Recovery Prograrrme (ERP) : launched in 1983

MTADP : 1991
- 2000

5. Relation5 between this project and the general developD7ent Plan･

(please describe the significance of the project
in the general plan.)

In view of food self-sufficiency, the plan airns at increase and

stabili=ation of adequate food supplies by expanding irrigation area and

improvement of farming techniques, which are main components of the

Pro〕ect.

6, rs there any assistance that other donors have eJくtended/Will extend to

the
projects and/or progra皿rZe listed in the general plan?

(i) ヱ巳ま. (ii) No.

(iii) rf yes, please give basic information on the assistance

(a) Name of donor

(b)

IMF and World Bank

Project Title

National Development of a ”ro11ing1. medium term programme

(c) Project Cost

(d)

(e)

I凹F: US$ 197 mi11ion through ESAF

world Bank: SAP == US$ 120 mi11ion, SAP I== US$ 100 mi11ion

Type of Assistance (Grant, Loan, Technical A55istance, etc･)

Loan

ProJeCt Outline

prl∇ate Sector Development′ C⊥Ⅴ土1 Service Reform. State

Enterprise Reform( Public Expenditure and Poverty Alleviation

prograzTuTLe. Tax Policy Change and Cocoa Sector Policy Reform
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Attachment - 2

Prqject Cost

For

Ashiaman Model Irrigation Scheme

Development Project

Work I【em Amount (1,000 ∫.Yen)

I. Constructior) Works

l. Preparatory wo工ks 147,427

2. Civil Works 930,023

3. Building Works 369,096

l
,446,546

II. Procurement of Machinery & Equipment 1 15,OCK)

ⅠⅠⅠ･Engineenng SeⅣices 156,154

Total 1
,7

17,700



2.既存小規模港故地区改修計画マスタープランTOR
(莱)

TERMS OF REFERENCE

FOR

MASTER PLAN STUDY

FOR

SMALしSCALE IRRIGATION SCHEMES REⅢABILITATION PROJECT

IN GⅢANA

ProjectTitle

Execudng Agency

Proposed Source of

of Assistance

Master Plan Study for SmalトScale I汀igation Schemes

Rehabilitation fbject

Ghana Irrigadon DevelopmentAnthority (GIDA),

The Government of the Republic of Ghana

The Govemment of Japan

1. INTRODUCTION

Agriculture plays the pivotal role in the overall economic growthof Ghana realizing the

slgnificant contribution to the economic indicators: 50% of Ghanars GDP; 70% of merchandise

export･, 66% of the totalemployment of the nationTs labour force; 80% of livelihood of national

population.

Tbe agrlCultural sector was in decline since the late 1960s until the Economic Recovery

programme (ERP) was launched in 1983. Over the period from 1984 to 1989,the successful

performance was made withhighGDP growth, i･e･ 5･3% per year, of which a large part was

brought by the sector, i.e. appropriate structuralchanges of Ministry of Agriculture (MOA),

timely faJTn Inputs Supply, good weather, etc･

In order to consolidate such a past perfomance, MOA launched the 10-year Medium Ten

Agricultural Development Programme (MTADP) for the period from 1991 to 2000, in which the

fo11owing key policiesare set out.

(a) to provide food security forall Ghanaians by way of adequate and nutritional1y balanced

diets at affordable pnces

b) to create ruralemployment opportumities to reduce rtml unemployment

c) to generate foreign exchange through export promotion of cash crops andtimber; import

substitution (rice,palm oil and cotton) and export diversification (horticulture,rubber,

coffee and tobacco) andthereby improve the balance of payments
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(d) to provide raw materials for indus由aldevelopment

(e) to promote balanced regionaldevelopment

Althoughcrop production is being Intensified based on improvement of farrnlng techniques and

farm1nPutS, rainfalls and its erratic distributionare the major factors which affect crop

production of Ghana. Althoughthe land resources of Ghanaare endowed, the productivity of

the crop subsector can not be improved withollt imgation in most parts of the country,

particularly in the northernand coastal reglOnS.

2. PROJECT BACKGROUND

Irrigation started in the early 1960s and now under control of Ghana Irrigation Development

Authority (GIDA). By obtaining the technical and financial assistance from various donors

including USSR, China, Taiwan, Japan, South Korea, North Korea, West Germany, FAO and

EEC, GIDA has constructedand managedthe small and medium scale irrigation pro]ectswiththe

services areas ranging from 100 ha to 2,000 ha at 20 locations throughout the country･ The

proposed developmentareaamounts to 10,822 ha, while theareaalready developed remains at

6,711 ha in total. The present conditions of the existing 20 pro]ectsare summarized in

Attachmenト1.

The major Crops arerice and vegetables, i.e･ tomatoes, onions and okra･ The constraints

prevailing in the projects are represented by low productivity due to deterioration of irrigation

facilities and pumplrlg Station, water shortage, soil problems, and weak linkage with institutior)al

support services, etc.

Under such a background, GIDA is directed (o concentrate on improvlng the management and

operation of existlr)g schemes before embarking onthe development of any new schemes on the

basis of a World Bank's review of irrigation subsector in 1986･ h collaboration with the World

Bank, furthermore, GDA carried outthefurther study on the existing lrngation schemes

including Akudaman, Tanoso, Kpando-Torkor, Weija and Amate within the framework of

National Small Scale I血gation Programme (NSSIP) in 1990/91 in line with MTADP･ As a

result, it is concluded that the most of existlng Pro)eCtS need the urgent rehabilitation to sustain

the pro)ects and the expansion of irrigationareas to exploit the maximum benefit of the proJeCtS･

This recommendation was incorporated into MTADP as imgation development strategy of Ghana

in a period between 1991 and 2(カ0.
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3. Ot!JECTIVES OF THE STUDY

The studyaims at preparatior1 0f a master plan for rehabilitation and expansion of the

fo11owing nine (9)existing irrigation
projects,which were selected among 20 projectsorlthe

basis of the World Bank's review in 1986 and NSSIP study in 1990β1. The location of the

selected nine (9)projects
is presentedinAttachment

- 2･

l,

1l.

ul.

iv.

Ⅴ.

vi.

vil.

viii

ix.

Project

Aveyme Irrigation Project

Afire Irrigation Project

Amate I血gation Project

Akumadan lrrigation Project

B ontanga brigation Project

Kpando-Torkor hTigadon floject

Mankessim Irrigation Project

Tanoso Irrigation Project

Weija Imigation Project

Total

Potential Area

280 ha

880 ha

300ha

730 ha

450 ha

400 ha

320 ha

Area Developed

80 ha

8(X) ha

100 ha

175 ha

486 ha

40 ha

12ha

130ha 150 ba

1,500 ha 109 ba

4,990 ha 1,952 ha

Construction Peri∝1

1964 1PreSent

1979-83

19 74 -present

1973-present

1977-87

19 70-present

19 77
-present

19 77-present

Throughthe master plan study (hereinafterreferred to as ”the Study”),the detailed analyses

will be made on the constraints, which hinder the appropnate imgation farmlng ir)the above

projects focuslng the following aspects.

I Conditions of the imgation system

- Operation and maintenaJICe Of the i血gation system

- Accessibility of projectsite and communicative facilities

- Farm marlagement facilities such as sheds, drying yards, etc･

- Marketing systemand facilities

- Agriculturalsupport services including credit and fa- Input Supply, extension services, etc･

- Research activities linked with extension services

- Farmers'association and institutional stricture

Development concepts and measures will be set up to eliminate山e constraints and exploit land

and water resources at maximum･ Allthe study results will be incorporated into the master plan･

Following the master plan, the feasibility study will be camied out for the most urgent works

identifiedthrough the Study.
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4. SCOPE OF TfIE STUDY

The scope of the proposed master plan studywill be as follows:

The Studywiu cover the following aspects:

a. Small and medium scale imga【ion development through rehabilitation of the above-

mentioned nine (9) existing irrigation schemes in the studyarea, which have been

operated and managed by GIDA, as well as expansion of the iⅡigation area of the

scbemes.

b. Agricultural, social and economic activities which encourage the irrigation

development,

c. Environmental aspects in the study area and surroundings as well as women

involvement in agriculturalactivities in the study area.

The Studywill be broadly divided intofollowing two (2) stages:

a. Stage-I : preparing a master Plan for i-gation development: rehabilitation and

expansion, based on results of evaluation of nine(9) existing irrigation

schemes,

b. Stage-II : Prepanng a solid development programme for realization of prionty

schemes irlthe framework of the master plan.

4.1 STAGE-Ⅰ: MASTERPLAN STUl)Y

4.1.1 DataCollection andReview

Review and analyze allthe previous studies, data and information on rline (9) existing

imgation schemes as well as those on humarl, laJld and water resources, socio-economics,

agnculture,ruralinfrastructures, environment, and womer) involvement in the study area

and surroundings.

4. 1.2 Field lnvestlgation and Basic Studies

(1) Field suⅣey and investigations

a)
Carry ou( inventory survey of the existing irrigation schemes inthe study area

for evaluating present imgation methods, design features and conditions of
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facilities, and major technical constraints to the management, operation, and

maintenance of也e schemes,

b) Carry out agricultural and agro-economic survey by means of inventory survey

and interviewing famers fわrevaluating current land use, fan practices, crops

and cropplng Patterns, Crop yields, agncultural support services･ prices Of crops,

marketing of agncultural pr∝lucts and inputs, etc･,

c) Conduct soil survey in the studyarea especially forpossible extensionareas of

血e schemes,

d) Prepare topographic maps at a scale of 1/1,000 for major structures sites of each

血gation scheme, as required,

e)
Carry out geological investigations for the major structures sites of each

irrigation project,

f) Carry out hydrologicalsurveys,including measurement ofriverflows, inventory

of the existing meteO-hydrological gauging Stations, water sampling for

sedimentadon and water quality analysis, etc･,

g)
Conduct construction materialsurvey,

h) Carry out socio-economic survey,

i) Carry out environmentalobservation in and aroundthe studyarea, and

j) Carry out invesdgations on women involvement in agriculturalactivities in the

study area.

(2) Water and land resources studies

a) carry ou( studies on availability of water with respects tominfall,runoff, and

water regulated by the existlng dams in each scheme to evaluate p∫e.sent water

use and control and to evaluate potemiality of water for irrigadon use,

b) Identify present constraints to water utilization fわri血gation with respects to

sedimentation and water quality, and
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c)
carry out studies on land use, soils, land capabilities, geology, topography, etc･

for evaluating the present development conditions and future expansion of the

irrigationarea in each scheme･

(3) Irrigation development studies

a) ･
Identifythe imgation development area, comprlSlng eXistlng fields and extension

area, of each irrlgation scheme inthe study area on the basis of soils, land

capability, topography, water availability,and water consumption Of crops,

b) Evaluate the present irrigation methods and water management system and

recommend suitable methods and system for the maximum and effective use of

water and land resources,

c) Evaluate the present conditions of irrigation facilities to clarify technical

constraints to smooth and effective operation and extent of rehabilita(ion works

in each scheme, and

d) Prepare preliminary layout and design of the major
facilities to be rehabilitated

and rleWly constructed氏)∫ each scheme in the studyarea.

(4) Agriculturaland agro-economic studies

a) Evaluateal1 available data related to present land use, soilclassificadon, cropping

pattem, crop yields, input levels, and farm practices, irlthe studyarea･

b) Recommend practicaland suitable cropping pattems, farm practices,input level,

and labourrequlrement for each scheme,

c)
Assess the adequacy of existing agricultural support services and recommend

approprlate measures tO Strengthen such services under the project,

d) Clarify present prices and marketing system of agricultural products and farm

lnpuしand

e)
Evaluate farm budgets for typical farm households under the project･
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(5) Rural infrasmctures studies

a)
Examine the adequacy of existing agro-infrastructures such as farm road

networks, storage facilities, and post.baⅣest system in each scheme,

b) Prepare plans for improvement of agro-infrastructuresfor imigation development

under the project,

c) 打epare plans for improvemerlt Of agro-infrastructures氏)r irrigatiorl development

under the prq】ect, and

d) Prepare preliminary designs of the agTO-infrastructures to be provided under the

PrOJeCt,

(6) Environmental aspects and women involvement studies

a)
Clarify the present constraints to irrigation development from the view point of

enviror)ment in the studyarea.

b) Clarify the present environmental problems and assess impacts of irrigation

development on social and natural environment in the study area, including

losses of socialand culturalproperdes, effect or)wild life, water pollution,etc･,

c) Assess measures for controlling tropical diseases especially Malaria and

Scbistomonasis, and

d) Clarify wc'men involvement in the present agriculturaland irrigation activities

aJld assess that under project.

4. i.3 Preparation of a Master Plan

(1) Analyze results of field surveys and studies and formulateanirrigation development

plan for each imgation scheme in which rehabilitation works, expansion of irrigation

areas, improvement of agro-infrastructures, proposed support services･ and certain

measures required for irrigation development are to be programmed,
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(2) Prepare criteria for evaluating each irngation scheme inthe studyareafrom the view

polntS Of technical and economical viabilities, social impacts, environmental aspects,

functions to the future imgation development in reglOnaland nation-wide levels,

(3) Evaluate each imgation scheme in confbmlty With the evaluation criteria and put

pnontyorder on the schemes fTorimplementation, aJld

(4) Prepare a master plan for irngation development inthe study area based onthe results

of evaluation of irrigation schemes. TYle master Plan compnses development concepts,

a concrete development planofthe imgation schemes in the study area･

4.2 STAGE-ⅠⅠ: FEASIBmITY STUDY

4･2･1 Select the pnonty schemes to be urgently developed in the framework of the master plaJl,

4･2･2 Prepare detailed topographic maps at a certain scale on extensionareas commanded by the

pnonty schemes and maps for existing lmgation systemand fields, as required,

4.2.3 Detai1ed Studies onthe Priority Schemes

(1) Prepare a layout and designs of irngation facilities to be rehabilitated and newly

constructed and required agro-infrastructures,

(2) Pr叩are a detailed implementatior) schedule ofrehabilitation and construction works for

development of the pnonty schemes,

(3) Recommerld an organization and procedures best suited for effective operation and

maintenance of the schemes,

(4) Cost esdmateand evaluation

a)
Estimate investment cost fわrimplementation,

b) Estimate annual costs fわroperation and maintenance,

c)
Estimate ecor10mic costand benefit, and
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d) Evaluate economic and finaJICial feasibility for implementation of the priority

scbemes,

(5) Evaluateand describe indirect benefits,

(6) Prepare a development programme which includes development concepts, a detailed

development plan, a solid implementation schedule, and required measures for

strer)gthening support services,

4.3 TRANSFER OF TECHNOLOGY

Throughou=he course Of the study, traT]Sfer of techology ar)d traiJllrlgWill be provided to

counterpart experts by foreign experts in the followlng fields:

a. Field survey and investlgadons for every lines of foreign experts assigned, and

b･ Plan and design for imgation, drainage, and agro-infrastructures･

The above transfer of technology will be carried out in the formof
on-the-jobtrainlng and

seminarduring血e course of the study･ Overseas tralnlngwi1Ialso be programmed･

5. SCIIEDULE OF TEE STUDY AND REPORTING

Tbe period required for the Study is estimated at eighteen (18)months in total･ A tentative

work schedule is presented in Attachmellt-3･

The following reports Will be preparedinthe course of the study･

a. Inception Report

b. Interim Report

c. Draft FinalReport

d. Final Report

: Within one (1)monthfromthe commencement of the Study

: within ten (10) months ffomthe commencement of the Study

: within sixteen (16) monthsfromthe commencement of the Study

: within eighteen (18) months from the commencement of the Study

ー9-



6. EXPERTS ASSIGNED

The followlng foreign experts will be required for executlngthe study:

- TeamLeader,

- Irrigation Engineer,

- StructureEngineer,
- HydrologlSt,

- GeologlSt,

- Soil MechanicalEngineer,
- Agro-infrastructure expert,

- Pedolog15t,

- Agronomis【,

- Agro-economist,

- InstitutionalExpert,

- Environmentalist, and

- Topographic SuⅣey Engineer･

The requlrement Of manpower Input Will tx about 80 man-months in total･

7. UNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF GHANA

In order to facilitate the smooth and effective implementation of the Study, the Govemment of

Ghana will undertake the following measures:

a･ to provide available information and data necessary to carry out the Study, including

maps, statistics, meteo-hy血ologlCal and geological data, socio-economy, and

previous study reports relevant tothe project,

b･ (o nominate a counterpart group, including a project COOrdinator responsible for the

studyand resolving any trouble anslngthroughoutthe study peri∝1,

c･ to provide logistic support including office spaces with appurtenant fumitures,

d. to provide the foreign experts withany necessary enけy and exit visas, work permit

and travelpermit, if required, forthe study in Ghana,

-10-



e･ to exempt the fわreign experts丘om taxes and charges f♭rany kind imposed on or in

connection with the living auowance remitted from abroad and import and export

duties imposed on their personal effects, instruments, equipment, and materials

necessary forthe execution of the Study, and

f. to secure permission for entry lntOall areas as required for the proper conduct of the

Study.

-11･



ATTACIIMENT I 1

PRESENT CONDITIONS OF SMALL SCALE =m=GAT=0甘PROJECTS =N GHANA

No. ReglOn ProコeCt 工rrlgable

Area(ha)

Completed

(ha)

Const-

ruction

Finance Technical

Co-ope工‾at･

Facility No.of

Farmers

Crop problems/Constraints

1. Greater

Accra

A8hiamarl 152 152 1966-78

1959

COG JICA dam Rice watershortage

canals,drainage,1azldleve11irlg,

farmerslparticIPation

2. Dawhenya 500 244 EEC Pump Rice

3. Weiコa 1.500 200 1977-p EEC Pump Vegetables,Rice soils,farmerslparticlpation

4. A8utSuare 1.000 660 1960 GOG FAO/UNDP pump Rice canals,drainage,1andleve11ing,

farmers'particIPation

5. Eastern AJTtate 300 100 1974-p GOG

GOG

pump Rice pumps,splinklerequlPmentS

6. Dedesu 100 20 N且 Pump Vegetables splinklerequlpmentS,transport,

marketirlg

7. Volta Afife 880 880 1969-83 China dam Rice credit.1andpreparation,

farmers'particIPatiorl

8. Aveylrtle 280 40 GOG/Japan DPRK Pump

Pump

Rice.Vegetables sandysoi1s,operatioLICOStS

9. Rpando-Tor 400 40 GOG Vegetables 1andleve11ing,pumps

10. Central Okyereko

Mankessim

160 70 1974-p GOG/WB dam Rice

Rice.Vegetables

watershortage

ll. 320 33 19701p GOG dam,pumps draiLlage

12. 且shanti Akumadan 730 80

80

1973-p GOG dam Vegetables pumps,splinklerequlPmerltS

13. Afrancho 360

14. Brorlg

Abafo

Tanoso 130 130 1977-p GOG Pump Vegetables spliElklerequlPrnentS,pumps

15. Subinコa 60 60 GOG
Pump Vegetables splinklerequlpmentS,Pumps

16.

17.

Northerfl Bontanga 450 450 1977-87 GOG dam Rice,Vegetables credit

Golinga 40 24

18. Libga 20 8

19. Upper Tono 2,440 2.440 1974-84 GOG darrL,Pun Rice.Vegetables 1andholdirlg

20. East Vea 1,000 1,000 1966-84 GOG dam Rice,Vegetables Nematodes

TOTAL 10,822 6,711



ATTACIIMENT. 2

LOCATION MAP
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ATTACIIMENT ･ 3
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付属資料- 3

調査行程表

日順 月日 起点･経由地 滞在地 活動

1 3月21日(日) ナイロビ アクラ

2 22日(月)

3 23日(火)

4 24日(水)

5 25日(木)

26日(金)

27日(土)

28日(日) アクラ

水島､神山ガーナヘ移動発
アルテ 日本大使館表敬(小島大使)

JICAガーナ事務所表敬

GIDA副総裁と面談･打ち合わせ
アクラ 哉場潜査(アシアマン藩政事業)

アクラ 現象踏査(アベイメ､アフィフェ慈恵事業)

アクラ GIDA総裁と面談

ガーナ大蔵省日本担当官と面談

アクラ 世銀首席駐在月と面談

日本大使館に報告(大使,参事)

アクラ 資料整理

JICA専門家より情報収集

水島:ナイロビに移動

神山:ロンドン経由にて帰国



付属資料-4

面会者リスト

1. Irrigation Development Au血ority

Mr. K.Frimpong

Mr. K. Wiafe

Mr. A.K. A馳m

Mr. tl. Torgpoor

Mr. 0. Mensah

2. Minis廿y OfAgriculLure

Mr. A. Mens血

Chief Exec血ve

DeputyChief Execudve (Engineering)

Deputy Chief Execudve (Agronomy)

Engineer

Engineer

Agricu lturalist

3. Minis町OfFinaJICe & fbonomic Planning

Mr. Michael Baddoo

4. World Bank

Mr. C.G. Rande

5.在ガーナ共和国日本国大使館

小島 敏宏 氏

暑 二夫 氏

高木 圭一 氏

6. JICAガーナ事務所

平沢 昭男 氏

中林 一夫 氏

IntemationalIkonomic Ref. Div.

Senior AgriculturalEconomist

特命全権大使

参事官

専門調査員

ガーナ事務所長

港親閲発センター所長



資料収集リスト 付属資料- 5

(一般/農業関連)

1. Public Investment Programme: 1992 - 94

(projectPror'le aJld Summary Tables; Agriculture)
2. A SLrategy tO develop Agriculture in Sub-Sahara Africa aJld

A Focus for the World BarLk

3. Jrrigation Subsection Review

4. Ghana Medium Ten Agricultural Development Prohram

(ExpenditureS ummary aLld PrograLn Profile)

(潅故事業関連)

1･ DawheE)ya andAshjaman lrrigalion Projects:Rehabil血don

and Development

2･ National SmalllSCale lrrigation Project:ProjectPreparation

Repo爪

Jun. 1992

Sep. 1992

Feゎ. 1990

Sep. 1984

Mat. 1992



現場写真集

ド:1I

a;

k}.

1

三テ華完撃

(1)滝叔開発センター(IDC)
､事務所棟

(アシヤマン濃概事業地区内)

(2)アシヤマン荘故事業地区

(幹線用水路および地区遠景)

(3)アシャマン政敵草葉地区

(機材倉庫および籾乾燥場)

付属資料- 6
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現場写真集 付属資料- 6

上･=三･=

(1)既存小規模港政事業(ダウエイ羊ヤ)

(貯水鞄/ポンプ場遠景と

ペンストック･ライン)

(2)既存小規模為政事業(アフィフェ)

(幹線用水路/フィッシュポンド

造成風景)

(3)既存小規模港激辛業(アフィフェ)

(水田圃場)

I孟.

{



調査団長略歴

調査月名 略歴

水島 清隆

昭和26年2月3日生

昭和49年3月

昭和49年4月

昭和49年4月

昭和58年4月

昭和58年12月

昭和60年5月

昭和61年8月

平成1年1月

平成1年7月

東京教育大学農学部農業工学科卒業

日本工営入社

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

農業水利部

第一農業水利部

ランケメ港概開発事務所(インドネシア)
第二農業水利部 副参事

メスケネ藩敢闘発事務所(シリア)

農業水利部 副参事

ムェア藩激闘発事務所(ケニア)所長

主な海外業務実績

案件名 村象国 従事期間 担当業務

メスケネ港耽開発計画

オグン･オシュン川淀城水資源

開発計画

南スラウェシ水資源開発計画

ランケメ港敢闘発計画

ビラ藩政開発計画

サンレゴ藩政開発計画

ビラ港敢闘発計画

ランケメ港聴聞発計画

シリア 昭和50年11月 一 昭和52年8月

ナイジェリア 昭和53年1月

インドネシア 昭和53年8月

インドネシア 昭和55年7月

インドネシア 昭和56年6月

インドネシア 昭和57年6月

インドネシア 昭和58年3月

インドネシア

メスケネ藩親閲発計画 シリア

ムェア地区港瀧計画 ケニア

昭和58年10月

昭和61年8月

平成1年1月

一 昭和53年6月

一 昭和55年2月

昭和55年12月
一 昭和56年12月

一 昭和58年1月

一 昭和58年5月

- 昭和60年5月

一 昭和63年12月

一 現在

潅概排水計画

設計･積算

港叔排水計画

港概排水計画

港瀧排水計画

港耽排水計画

港耽排水計画

港耽排水設計

積算

港概排水設計

藩概排水設計

積算･施工監理

総括/港耽排水

計画･設計

積算･施工監理
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